
江
戸
時
代

の
脚
気

に

つ
い
て

廖

育

群

江戸時代の脚気について

日
本
医
学
史
を
勉
強
し
て
い
る
う
ち
に
、
私
が
驚
い
た
こ
と

の
一
つ
は
、
江

戸
時
代

に
じ

つ
に
多
く
の
専
ら

「脚
気
」

を
論
ず
る
著
作
が
現
わ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

一
般
的
な
論
説

に
よ
れ
ぽ
、
明
治
以
前

の
日
本
医
学
は
ほ
ぼ
中

国

の
古
代
の
医
学
知
識
に
基

い
て
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
そ
の
時

代
に

「
脚
気
」
と
い
う
病
気

に
関
す
る
研
究

に
お
い
て
両
国
の
間
に
著
し
い
相

違
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
論
文

は
そ
の
事
情
を
理
解

し
よ
う
と
す
る

試
み
で
あ
る
。

一
、
両
者

の
異
同

の
比
較

脚
気
と
い
う
病
名
は
、
中
国

の
歴
史
上

で
は
晋

の
時
代

(二
六
五
-

四
二

(
1

)

○
)

に
始

め
て
使
わ
れ
た
、
新
し
い
病
名

で
あ
る
。
脚
気

の
症
状
や
治
療
方
法

な
ど
は
、
唐
代

の
孫
思
遨
が

『千
金
要
方
』

に
詳
し
く
述
べ
て
お
り
、
そ
の
説

は
後
世

の
日
中
両
国

の
医
書
に
よ
く
引
用

さ
れ
て
い
て
、
脚
気
と
い
う
病
気

に

つ
い
て
の
も

っ
と
も
代
表
的
な
論
説
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。

中
国

で
は
、
唐
代
以
降
の
医
書

に
脚
気
を
論
ず

る
内
容
が
よ
く
記
載
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
中
国
は
脚
気
病

の

「大
国
」

で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
る
。

一

方
、
文
化

の
伝
播
に
よ

っ
て
そ
れ
ら
の
知
識
は
日
本
に
達
し
た
。
江
戸
時
代
か

ら
明
治
時
代
ま
で
、
日
本
の
社
会

に
脚
気
が
引
き
起
こ
し
た
騒
動
は
周
知

の
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
医
学
史

の
著
作
を

い
う
ま
で
も
な
く
、
百
科
全
書
や

ビ
タ
ミ
ソ
に
か
ん
す
る
本
は
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
、
「脚
気
病
は
東
方

の
米
食

の

国
々
に
お
い
て
は
既

に
千
年
以
上

の
歴
史
を
持

っ
て
」
お
り
、
「毎
年
幾
千
幾

(2

)

万
に
の
ぼ

る
人
び
と
が

こ
の
病
気

に
よ

っ
て
死
亡
し
て
し
ま
う
」
と
述
べ
て
い

る
。
と
す
れ
ば
、
古
代
文
献
の
記
録

か
ら
近
代

の
脚
気
流
行

に
い
た
る
ま
で
、

日
中
両
国

の
事
情
は
だ
い
た
い
同
じ
、
あ
る
い
は
す
く
な
く
と
も
非
常
に
似
通

っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
日
中
両
国

に
お
い
て
か

つ
て
脚
気
が
流
行
し
て
い
た

原
因
は
、
「
米
食
」
に
よ
る
ビ
タ
ミ
ソ
B
不
足
で
あ

る
と
思
わ
れ
て
い
る
。
だ

103



が

こ
の
よ
う
な
、
問
題
が
な
い
と
思
わ
れ

て
い
る
定
説

に
対
し
て
、
私
は
い
さ

さ
か
疑

い
を
持

っ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
日
本
と
中
国
の
歴
史
に
は
似
通

っ
た

と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
脚
気
と
い
う
病
気

の
歴
史
を
詳
し
く
調
べ
て
み

る
と
、
同
じ
と
こ
ろ
よ
り
む
し
ろ
違
う
と

こ
ろ
が
ず

っ
と
多

い
と
思
う
。
中
国

の
脚
気
病

の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
必
ず
山
下
政
三
氏
の
研
究
に
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
山
下
氏
は
中
国

の
文
献
を
詳
し
く
調
査
し
分
析
し
た
う
え
で
、

つ
ぎ

の
よ
う
な
結
論
を
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
晋

・
唐
時
代
の
記
述
は
、

真

の
脚
気
を
正
し
く
述

べ
て
い
る
。
し
か
し
、
北
宋

(九
六
〇
1

=

二
七
)

か
ら

「年
と
共
に
流
行
が
衰
え
た
。
そ
の
た
め
、
脚
気
を
見
知
ら
ぬ
医
師

の
出

現
に
よ

っ
て
、
脚
気
病

の
概
念
が
乱
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
」
。
「北
宋
後
期

に
は

流
行
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
種
々
の
腰
脚
痛
、
関
節
疾
患
が
脚
気
と
診
断
さ
れ
る

よ
う

に
な

っ
た
」
。
「南
宋

(
=

二
七
1

一
二
七
九
)
に
お
い
て
は
、
脚
気

の

流
行
は
み
ら
れ
ず
」、
「元
代

(
一
二
七

一
i

一
三
六
八
)

に
は
、
真

の
脚
気

は

ほ
と
ん
ど
な
く
」
、
「明
代

(
一
三
六
八
-

一
六
六
二
)
に
は
、
局
地
的
、
散
発

的
な
流
行
を
示
し
た
」。
「清
代

(
一
六
六
ニ
ー

一
九

一
二
)
に
は
、
脚
気

の
流

行
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
た
だ
清
末

に
は
、
海
濱
地
域
で
若
干
の
軽
症
脚
気
が
み

(3
)

ら
れ
た
と
い
う
」。

山
下
氏

の
研
究

は
、
脚
気

の
流
行
を

米
食
と
結
び

つ
け

て
考
え
る
か
ら
、

晋

・
唐
時
代

に
中
国

の
南
方

か
ら
北
方
ま

で
正
し
く
脚
気
病
を
記
録
し
て
認
識

(
3

)

す
る
こ
と
が

で
き
た
事
実
は
、
「米
食

の
広
が
り
と

一
致
す
る
も
の
で
あ
る
」

と
認
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
唐
代

か
ら
清
代

に
い
た
る
ま
で
、
中
国

の

南
方

で
は
米
食

の
状
態
は
変
ら
ず
、
北
方

へ
の
米
食

の
広
が
り
は
む
し
ろ
ま
す

ま
す
進
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
宋
代
か
ら

「真

の
脚
気
は
ほ
と
ん
ど

な
く
」
な
り
、
「脚
気
病
の
概
念
が
乱
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
」

の
か
、
「当
時

の

い
わ
ゆ
る
脚
気
な
る
も

の
は
、
腰
脚
痛
、
関
節
疾
患
が
主
で
あ

っ
た
」
と
い
う

状
態
に
な

っ
て
い
っ
た
の
か
、
そ

の
理
由

は
山
下
氏

の
本
に
は
示
さ
れ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。
最
近
、
范
家
偉
氏

の
脚
気
病
に
つ
い
て
の
論
文
は
、
中
国

の
魏

晋
南
北
朝
時
代

の
医
学
が
西
域
医
術

の
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
、
と
指
摘

(
4

)

(
5

)

し
て
い
る
。
そ
れ
は
筆
者

の
考
え
と

一
致
す
る
。
真

の
脚
気
病
を
正
し
く
述
べ

た
論
説
は
、

た
だ
晋

・
唐
と
い
う
、
西
域
文
化
と
密
接
な
交
流
を
お
こ
な

っ
て

い
た
時
代

に
集
中
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

の
後
、
実
際

の
臨
床
治
療
で
は
真

の
脚
気
病
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な

い
た
め
に
、
こ
の
病
名
の
概
念
も
だ
ん
だ
ん
混

乱
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
中
国

の
歴
史
上

に
は
も
ち
ろ
ん
真

の

脚
気
病
も
存
在
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
今
日

の
文
献
に
つ
ね
に
述

べ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
は
多
く
な
か

っ
た
に
ち
が

い
な
い
。
ま
た
、
山
下
氏

の
研
究
は

「ビ

タ
ミ
ン
発
見
以
前
」
と
限
定
し
て
い
て
、
近
代

の
中
国
で
の
事
情
に
は
ふ
れ
て

お
ら
ず
、
こ
の
時
代

の
脚
気
流
行
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
資

料

の
記
録
に
よ
れ
ぽ
、
そ

の
と
き
の
脚
気
病
は
主
と
し
て
難
民
の
あ

い
だ
に
存

在
し
て
い
た
。
そ
れ
は
難
民

の
食
事
が
古
米
と
漬
物

の
み
か
ら
成

っ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

一
般
の
市
民
病
院

の
統
計

で
は
、
そ
の
病
気
の

(6

)

発
生

は
別
に
多
く
な
い
と
い
う
。
今
日
の
中
国
社
会
で
日
常
用
語
と
し
て
使
わ

れ
て
い
る
脚
気
と
い
う
言
葉

の
意
味
は
、
「
み
ず
む
し
」
だ
け
を
指
し
て
い
る
。
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江戸時代の脚気について

表1江 戸時代の脚気医書

書 名 著 者 刊 行 年

脚気説 後藤 艮山(子の椿庵稿)

腫病辨 林 一鳥 享 保 中 1716-1735

脚気方論 松井 衆甫 寛延元年 1748

脚気辨惑論 秋山 宜修 宝暦11年 1761

脚気i類方 源 養徳 宝暦13年 1763

疑脚気辨惑論 多紀 元簡 安永元年 1772

脚気説 桔宗 仙院 天明7年 1787

脚気説 片倉 鶴陵 天明7年 1787

脚気論 橘 南谿 1806没

脚気談 福井 楓亭

水腫脚気辨 内田 士顯 寛政4年 1792

脚気治験 大島 玄洪 寛政7年 1795

脚気発明 飯野 退蔵 文化元年 !804

脚気提要 西田 耕悦 文化4年 1807

導水瑣言 和田 東郭 文化4年 1807

一貫堂脚気方論 磐瀬 玄策 文化5年 1808

脚気辨正 丸山 元璋 文化8年 1811

脚気分類篇 岡本 昌庵 文化14年 1817

水腫脚気証治辨 多紀 元堅 天保14年 1843

脚気病論 宇津木昆台

脚気新論、脚気擘要 三浦 道畜

脚気象防説 黒田 楽善 嘉永元年 1848

脚気考 上瀧 良山

脚気方論 乾乾堂主人

脚気集要論 辻元 菘庵

脚気提要 浅田 惟常

脚気鈎要 今村 了庵 文久元年 1861

藤井尚久 『本邦疾病史』によ り作成

ま
で
そ

の
病
気

に
か
か
り
、
あ
る
い
は
そ
の
た
め

死
亡
し
た
記
録
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
医
書
に
述
べ

て
い
る

「当
今
時
也
、
脚
気
大
行
矣
、
上
之
公
侯

貴
主
、
下
之
閭
閻
郷
党
、
離
此
患
者
迂
迂
有
焉

(当
今

の
時

は
、
脚
気
大

い
に
行
わ
る
。
上
は
公

侯
貴
主
よ
り
、
下
は
閭
閻
郷
党
ま
で
、
此

の
患
を

(
8

)

離
れ
ん
と
す
る
者
、
迂
迂

に
し
て
有
り
)
」、
「当

今
之
世
、
王
侯
至
庶
人
罹
此
疾
者
尤
多

(当
今

の

世
は
、
王
侯
よ
り
庶
人

に
至
る
ま
で
、
此
の
疾
に

(
9

)

罹
る
者
尤
も
多
し
)
」
と

い
っ
た
言
葉
に
よ
れ
ぽ
、

脚
気
は
江
戸
時
代

の
日
本
社
会

に
お
い
て
ず

い
ぶ

ん
さ
か
ん
に
流
行
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
江
戸

中
期
か
ら
脚
気

に
つ
い
て
の
著
作
が
お
び
た
だ
し

く
現
れ
た

(表
1
)
の
は
、
医
者
が
そ
の
病
気
に

取
り
組
ん
で
、
治
療
し
た
り
、
研
究
し
た
り
し
て

い
た
結
果
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
れ
に
対
し
て
中

苦
笑
さ
せ
ら
れ
る
の
は
、
薬
屋
で
売

っ
て
い
る
み
ず
む
し
の
塗
薬
の
ラ
ベ
ル
に

「脚
気
水
」
と

「び
興
ま
奠
ご

を
併
記
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
見
れ
ば
、
近
代
以
降

の
中
国
人
は
真

の
脚
気
病
を
あ
ま
り
理
解
し
て
い

な
い
。
そ
の
こ
と
も
こ
の
病
気

の
減
少
を
示
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

と
こ
ろ
が
、
中
国
と
は
逆

に
日
本
で
は
、
脚
気
病
が
確

か
に
酷
く
流
行
し
て

い
た
事
実
が
あ
る
。
周
知

の
よ
う
に
、
明
治
時
代

の
日
本
軍
隊

で
は
多
く
の
兵

士
が
脚
気

に
か
か
り
、
死
亡
し
た
人
数
も
驚
か
さ
れ
る
程
度

に
達
し
て
い
た
と

い
う
。
そ
の
後
、
高
木
兼
寛

の
兵
食
改
良
に
よ

っ
て
よ
う
や
く
効
果
的
に
脚
気

(
7
)

の
流
行
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
遡

っ
て
み
れ
ぽ
、
脚
気

は
明
治
に
な

っ
て

は
じ
め
て
軍
隊

に
流
行
し
た
病
気

で
は
な
く
、
江
戸
時
代

に
は
将
軍
か
ら
庶
民
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国
の
場
合
は
、
宋
代
以
降

の
医
書
に
脚
気

を
専
論
す
る
本
は

一
冊
し
か
見

つ
か

ら
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
旦
ハ体
的
な
内
容

を
調
べ
て
み
る
と
、
真

の
脚
気
病
で

(
10
)

は
な
い
。
そ
れ
以
外
、
綜
合
的
な
医
書

に
し
ぼ
し
ぼ

「
脚
気
門
」
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
山
下
政
三
氏
が
述
べ
た
よ
う

に
、
「当
時

の
い
わ
ゆ
る
脚
気

な

る
も
の
は
、
腰
脚
痛
、
関
節
疾
患
が
主

で
あ

っ
た
」
に
す
ぎ
な
い
。

脚
気
を
論
ず
る
医
書

の
数

に
絶
対
的
な
差
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
脚
気
と

い

う
病
気
の
本
質

に
対
す
る
認
識

に
も
著
し

い
相
違
が
両
国
の
医
学
体
系

に
存
在

し
て
い
る
。
中
国
で
は

「腰
脚
痛
、
関
節
疾
患
が
主
で
あ

っ
た
」

の
に
対
し
て
、

日
本

の
医
者

に
も
そ
う
い
う
説

に
追
随
す

る
者
も
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一

部

の
医
者
は
確
か
に
脚
気
を

一
般
的
な

「
腰
脚
痛
、
関
節
疾
患
」
お
よ
び

「水

腫
」
と
は
区
別
し
て
、

一
種

の
特
別

の
病
気
と
認
め
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ぽ
、

今
村
亮
の

『脚
気
鈎
要
』

(
一
八
六

一
)

は
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

腫
満
、
与
水
腫
病
之
引
日
弥
月
者

迥
異
焉
。
治
方
倣
治
水
之
例
、
非
所

及
也
。
泛
然
事
利
水
、
腫
雖
消
、
毒
仍
滞
、
遂
有
衝
突
丹
府
之
変
。
比
比

所
目
撃
也
。

(腫
満
は
水
腫
病
の
日
を
引
き
月
を
弥
す
る
者
と
迥
異
す
。

治
方
を
治
水

の
例
に
倣
う
は
、
及
ぶ
所
に
非
ず
。
泛
然
と
し
て
利
水
に
事

う
れ
ぽ
、
腫
は
消
ゆ
る
と
雖
も
、
毒

は
仍
お
滞
り
、
遂
に
丹
府

に
衝
突
す

る
の
変
有
り
。
比
比
目
撃
す
る
所
な
り
。
i

衝
突
丹
府
は
心
臓
の
症
状

を
示
す
)

衝
心
悶
絶
、
与
淡

(痰
)
飲
之
水
迥
然
不
同
。

(衝
心
悶
絶
は
、
淡
飲

の
水
と
迥
然
と
し
て
同
じ
か
ら
ず
)

香
川
景
輿
は
、
義
父
の
修
庵
が
漢
代

の
医
学
を
尊
崇
し
て
脚
気
と
い
う
後
世

の
病
名
を
用
い
ず
、
「痺
」
と
呼

ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
説
明
し

て
い
る
。脚

気
之
証
、
漢
唐
諸
家
所
論
脚
弱
腫
満
、
気
急
衝
心
、
及
不
仁
麻
痛
等

之
症
、
吾
邦
振
古
以
来
曾
無
之
、
但
有
脚
膝
痺
痛
之
症
耳
、
故
不
別
立

一

門
而
附
諸
痛
痺
。
先
人
已
故
、
自
宝
暦
年
間
始
有
斯
病
、
其
証
候
全
若
漢

唐
諸
家
所
論
、
然
多
発
於
夏
秋
之
間
、
春
冬
稀
有
之
、
多
在
男
子
壮
年
之

人
、
在
弱
齢
之
人
及
婦
人
者
甚
尠
矣
。
爾
来
此
病
盛
行
、
死
者
亦
不
少
矣
。

(
11
)

盖
此
疾
雖
自
足
発
而
病
根
在
腹
。
云
云
。

(脚
気

の
証
、
漢
唐
諸
家
論
ず

る
所
の
脚
弱
腫
満
、
気
急
衝
心
、
及
び
不
仁
麻
痛
等

の
症
は
、
吾
邦
振
古

以
来
曾
て
之
無
く
、
但
脚
膝
痺
痛

の
症
有

る
の
み
、
故
に
別
に

一
門
を
立

て
ず
に
、
諸
を
痛
痺
に
付
す
。
先
人
已
に
故
く
、
宝
暦
年
間
よ
り
始

め
て

斯
の
病
有
り
。
其
の
証
候
は
全
て
漢
唐
諸
家
の
論
ず
る
所
に
し
て
、
然
し

て
夏
秋

の
問

に
多
発
し
、
春
冬
は
稀

に
之
有
り
、
多
く
男
子
壮
年

の
人
に

在
り
、
弱
齢

の
人
及
び
婦
人
に
在
る
は
甚
だ
尠
し
。
爾
来
此

の
病
盛
行
し
、

死
者
も
亦
た
少

か
ら
ず
。
蓋
し
此

の
疾
は
足
よ
り
発
す
と
雖
も
、
病
根
は

腹

に
在
り
。
云
云
。
)

要
す
る
に
、
江
戸
時
代

の
医
者

た
ち
が
治
療

し
た
脚
気
病
の
な
か
に
、
従
来

の
脚
病
、
痺
、
水
腫
な
ど
と
著
し
く
違
う

ヶ
ー
ス
が
含
ま
れ
て
い
た
の
は
、
ま

ず
間
違

い
な

い
。

山
下
政
三
氏
は
、
「宋

・
元

の
誤
れ
る
脚
気
概
念
が
鎌
倉
、
室
町
時
代

に
導
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入
さ
れ
、
わ
が
国
の
脚
気
知
識

に
も
大
き

な
誤
り
と
混
乱
を
き
た
す
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に

「現
実
的
な
脚
気

の
流

行
と
古
方
家

の
唱
導
と
に
よ

っ
て
、
享
保

(
一
七

一
六
1
三
六
)
末
期

か
ら
、

脚
気
概
念
の
修
正
が
始
ま
り
、
宝
暦
年
間

(
一
七
五

一
-
六
四
)
に
は
、
再
び

(
12

)

隋

・
唐

の
正
し
い
概
念
が
定
着
し
た
」
と
認
め
て
い
る
。

江
戸
時
代
に
入
り
、
脚
気
病
が
日
本
で
ま
す
ま
す
流
行
し
て
い
た
事
情
は
、

医
学
史

の
著
作

に
よ
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
主
な
状
況
は
、
ほ
と
ん
ど
ま

ず
江
戸
、
大
阪
等

の
大
都
会

に
流
行
し
、
時

に
は
猖
獗
を
極
め
て
、

一
般
の
関

心
を
集
め
た
。
江
戸

に
お
い
て
は
、
元
禄

(
一
六
八
八
-

一
七
〇
三
)、
享
保

(
一
七

一
六
-
三
五
)
、
宝
暦

(
一
七
五

一
-
六
三
)
年
間

に
脚
気
が
熾
ん
に
流

行
し
て
、
江
戸
煩
と
い
わ
れ
た
。
明
和
、

安
永
、
天
明

(
一
七
六
四
-

八
八
。

此

の
問
に
天
災
、
飢
饉
が
あ

っ
た
)

の
頃

に
は
流
行
も
熄
ん
だ
が
、
国
内
が
泰

平
と
な
り
、
江
戸
庶
民

の
生
活
程
度
が
向

上
し
、
飲
食
も
贅
沢
と
な

っ
た
寛
政
、

享
和
、
文
化
、
文
政

(
一
七
八
九
-

一
八
二
九
)
に
至

っ
て
、
ふ
た
た
び
脚
気

の
流
行
を
み
た
。
享
保

の
後
よ
り
京
都
、
大
阪
に
も
脚
気
が
発
生
し
、
ひ
い
て

は
諸
国
に
も
流
行
し
た
。

つ
づ
い
て
嘉
永

、
安
政

(
一
八
四
八
-
五
九
)
以
後

(
13

)

に
い
た
っ
て
は
、
江
戸
、
京
都
、
大
阪
以
外
の
大
都
会

に
も
広
く
流
行
し
た
。

こ
こ
ま
で
く
る
と
、
日
中
両
国

の
間

に
き
わ
め
て
著
し
い
相
違
が
あ
る
脚
気

流
行
の
事
情
が
、
だ

い
た
い
わ
か
っ
て
く

る
。
明
治
四
十
五
年

(
一
九

一
二
)
、

岡
崎
桂

一
郎
は
資
料
を
ま
と
め
て
脚
気
と
米
食

の
関
係
を
説
明
し
た
。
そ
れ
以

来
、
日
本

の
医
学
史
研
究
者

は
ほ
ぼ
こ
の
説
に
沿

っ
て
、
自
国

の
歴
史
上

の
脚

気
流
行
を
論
じ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
江
戸
時
代

の
脚
気
概
念
は
す
で
に
今

日
使

っ
て
い
る
脚
気
と
い
う
病
名
、
す
な
わ
ち
ビ
タ
ミ
ン
不
足
に
よ
る
病
気
の

概
念

に
等

し
い
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
私
は
ま
さ
に
こ
の
点

に
疑
問
を
抱

い
て

い
る
の
で
あ
る
。

二
、
「脚
気
」

と

「真

の
脚
気
」

脚
気

は
脚
気
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ

「真

の
脚
気
」
と
い
う
言
葉
が
存
在
し
て

い
る
か
。
ま
ず
そ
れ
を
説
明
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
現
代

の
日
本
語

で
脚
気

と
ベ
リ
ベ
リ
は
ま

っ
た
く
同
じ
意
味
を
持

っ
て
い
る
言
葉

で
あ
る
が
、
古

い
時

代

に
使
わ
れ
て
い
た
脚
気
を
無
条
件
に
ベ
リ
ベ
リ
と
訳
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
脚
気

で
も
ベ
リ
ベ
リ
で
も
ビ
タ
ミ
ン
の
理
論
が
成
立
す
る
以
前
か

ら
存
在
し
て
い
る
言
葉
で
あ
る
が
、
西
洋
医
学
の
場
合

に
は
、
ベ
リ
ベ
リ
の
対

象
は
実
際
に
存
在
し
て
い
る
ビ
タ
ミ
ン
不
足
の
患
者
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
概
念

に
中
国
の
晋

・
唐
時
代
以
来

の
よ
う
な
混
乱
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
と
言
え

る
。

こ
こ
で
は
、
古

い
時
代

に
使
わ
れ
て
い
た
脚
気

の
病
名
と
ビ
タ
ミ
ン
且
不

足
病
と
は
ぴ

っ
た
り

一
致
し
な
い
そ

の
差
異
を
示
す
た
め
に
、
ビ
タ
ミ
ン
B
不

足

の
病
気
を
ベ
リ
ベ
リ
あ
る
い
は

「真

の
脚
気
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
い
い

か
え
れ
ば
、
こ
の
論
文
で
は

っ
き
り
し
よ
う
と
す
る

一
点

は
、
ま
さ
に
脚
気
と

ベ
リ
ベ
リ
の
区
別
な
の
で
あ
る
。

病
名
と
い
う
も
の
は
実
は
診
断
で
あ
る
と
も
言
え
る
か
ら
、
そ
れ
は
医
学

の

理
論
や
病
気
に
か
ん
す
る
認
識
な
ど
と
密
接
な
関
係
を
持

っ
て
い
る
。
古
代
で
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も
近
代
で
も
医
学

の
診
断
方
法

は
、
同
じ
く
臨
床
の
さ
い
に
見

つ
か
る
症
状
か

ら
手
を
着
け
、
医
者

の
知
識
や
経
験
に
も

と
つ
い
て
、
当
面
の
患
者

の
そ
れ
ぞ

れ
不
正
常
な
表
わ
れ
を
手
掛
り
に
、
い
ろ

い
ろ
な
要
因
を
綜
合
し
て
考
え
た
う

、兄
で
診
断
を
下
す
。
現
代
医
学

の
診
断
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
そ
の
過
程

に
お

い
て
い
ろ
い
ろ
な
現
代
技
術

の
手
段
を
用

い
て
お
り
、
臨
床

の
診
断

の
あ
と
、

し
ぼ
し
ば
物
理
的
な
い
し
化
学
的
な
手
段
を
利
用
し
て
、
そ
の
診
断
を
確
実

に

し
よ
う
と
す
る
。
た
と
え
ば
、
チ
ブ

ス
の
臨
床
診
断
は
、

一
般
的

に
は
、
そ
の

患
者

の
典
型
的
な
発
熱

の
曲
線
や
皮
疹
な
ど
だ
け
で
下
す
こ
と
が

で
き
る
が
、

最
後
の
確
認
は
二
週
間

の
あ
と
、
血
液
中

の
細
菌
を
培
養
し
た
結
果
に
よ
る
の

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
古
代
の
診
断

に
は
、
現
代
科
学
技
術

の
手
段
も
な
け

れ
ば
、
実
証
的
な
病
因
説
も
な
か
っ
た
か
ら
、

一
般
的

に
言
え
ば
、
そ
の
時
代

の
診
断
は
主

に
臨
床
の
表
現
や
論
理
的
な
病
因
説
に
も
と
つ
い
て
な
さ
れ
て
き

た
の
で
あ
る
。

間
違

い
な
く
真

の
脚
気
で
あ

る
と
診
断

で
き
る
の
は
、
す
く
な
く
と
も
、
食

物
中

の
あ
る
物
質

の
不
足
が
病
因
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
物
質
を
含
ん
で
い
る

も

の
を
薬
と
し
て
使
え
ば
確
か
に
効
果
が
あ

る
の
が
験
証
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ

る
。
医
学
の
教
科
書

に
よ
れ
ぽ
、
脚
気

の
症
状
を
し
め
す
患
者
に
対
し
て
は
、

治
療
と
診
断
の
両
方

の
役
割
を
果
す
も

の
と
し
て
ビ
タ
ミ
ン
B
を
与
え
、
し
か

る
べ
き
効
果
が
あ
る
か
ど
う
か
に
よ

っ
て
、
最
後

に
診
断
を
確
認
す
る
こ
と
に

な

っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
ま
さ
に
、
脚
気

の
症
状
は
い
ろ
い
ろ
な
ほ
か
の
病

気
と
区
別
し
に
く

い
も
の
が
多

い
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

こ
う
し
た
知
識

は
江
戸
時
代
の
医
学

に
と

っ
て
は
地
平
線

の
は
る
か
か
な
た
の
こ
と
で
あ
り
、

独
占
的
な
見
症
を
も
た
な
い
脚
気
を

一
つ
の
独
立
の
病
気
と
し
て
診
断
す
る
こ

と
が
、
果
た
し
て
可
能

で
あ

っ
た
だ
ろ
う
か
。

日
本

の
医
学
史
研
究
者
は
、
日
本

の
歴
史
に
い
つ
か
ら
真

の
脚
気
病
が
出
現

し
た
か
に
つ
い
て
は
ま
だ
疑
問
を
持

っ
て
い
る
が
、
江
戸
時
代

の
脚
気
概
念
は

真

の
脚
気

(或

は
ベ
リ
ベ
リ
)
で
あ
る
と
い
う
点

で
は
だ

い
た
い
観
点
が

一
致

し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
の

一
致
が
生
ま
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
主
と
し

て
米
の
ビ
タ
ミ
ソ
a
含
有
量
が
低
く
、

ベ
リ
ベ
リ
の
発
病
と
密
接
な
関
係
が
あ

る
の
は
現
代

の
科
学
に
よ

っ
て
確
か
に
実
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
明
治
時
代

の

海
軍
に
真

の
脚
気
が
酷
く
流
行
し
て
お
り
、
食
事

の
改
良
に
よ
っ
て
そ
の
病
気

が
効
果
的
に
防
止
さ
れ
た
こ
と
、
江
戸
時
代

に
お
い
て
米
食
が
す
で
に
広
が

っ

て
い
た
こ
と
を
結
び

つ
け
て
考
え
た
結
果

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に

た
ん
な
る
有
利
な
証
拠
を
ま
と
め
て
、
そ
の
結
論
を
導
く
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ

う
か
。
た
と
え
ば
、
食
事
を
と
り
あ
げ
る
と
、
反
対

の
例
証
を
容
易

に
提
出
す

る
こ
と
が

で
き
る
。
桔
宗
仙
院

『脚
気
説
』

(
一
七
八
七
)
は
脚
気

の
病
因
を

分
析
す
る
さ
い
に
、
「太
平
累
洽
、
大
都
福
祐
之
地
、
雖
擔
人
馬
夫
、
恣
口
腹

欲
美
食
、
十
字
街
頭
多
皆
食
物
、
海
陸
鮭
韜
無
所
不
備
、
況
復
貴
人
、
生
而
乳

母
精
其
食
、
長
而
膳
羞
得
其
宜
、
侍
医
膳
宰
、
口
雖
言
其
淡
薄
、
亦
毎
食
自
有

魚
。
云
云

(太
平
累
洽
し
、
大
都

の
福
祐

の
地
は
、
擔
人
馬
夫
と
雖
も
、
口
腹

の
欲
を
恣

に
し
て
美
食
し
、
十
字
街
頭
に
は
皆
な
食
物
多
し
、
海
陸

の
鮭
鯖
備

わ
ら
ざ
る
所
無
し
。
況
ん
や
復
た
貴
人
は
、
生
ま
れ
て
は
乳
母
其

の
食
を
精

に
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し
、
長
じ
て
は
膳
羞
其

の
宜
を
得
、
侍
医

は
膳
宰
し
、
口
に
其

の
淡
薄
を
言
う

と
雖
も
、
亦
た
毎
食
自
ら
魚
有
り
、
云
云
)
」
と
述

べ
て
い
る
。
ま
た
、
山
下

政
三
氏
が
指
摘

し
て
い
る
よ
う
に
、
「江

戸
時
代

に
は
、
調
味
料

の
発
達

に
よ

り
現
代
と
大
差
な
い
ほ
ど
料
理
が
発
展
し

た
。
て
ん
ぷ
ら
、
そ
ば
、
握
り
ず
し
、

か
ぽ
焼
な
ど
の
新
し
い
料
理
が
工
夫
育
成
さ
れ
、
野
生
動
物

の
肉
な
べ
な
ど
も

行
わ
れ
た
」
。
江
戸
時
代

の
副
食
は
け

っ
し
て
貧
し
い
と
は
言
え
な

い
。
幕
府

(
14

)

の
倹
約
令
に
は
、

一
汁

一
菜
、

一
汁
三
菜
、
二
汁
五
菜
が
見
ら
れ
る
か
ら
、
た

ん
な
る

「米
食

の
普
及
」

に
よ
っ
て
、
ビ

タ
ミ
ン
a
不
足
と
真

の
脚
気
流
行

の

必
要
条
件
を
満
た
す
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
江
戸
時
代

の

一
般
民

衆

か
ら
支
配
階
級
に
い
た
る
そ
れ
ぞ
れ
の
食
事
構
成
を
詳
し
く
研
究
す
る
必
要

は
な
い
と
思
う
。
明
治
時
代

の
海
軍

の
脚
気
頻
発
は
、
主
と
し
て
長

い
航
程

の

半
ば
以
降
に
出
現
し
た
だ
け
で
あ
り
、
特

殊
な
生
活
条
件
の
重
要
性

は
す
で
に

き
わ
め
て
は

っ
き
り
し
て
い
る
。
同
じ
よ
う
に
、
中
国
で
は

一
九
三
七
年
、
戦

時
下
の
難
民

の
ぽ
あ
い
は
、
古
米
と
漬
物

だ
け
を
食
べ
て
か
ら
ニ
ヵ
月
ぐ
ら

い

(
6

)

経

っ
て
、
始
め
て
大
量

の
脚
気
患
者
が
み

つ
か
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、

普
通
の
人
々
は
ど
う
や
ら
米
以
外
の
食
物

か
ら
ビ
タ
ミ
ン
を
得
る
か
ら
、
簡
単

に
米
食

の
普
及
を
真
の
脚
気
流
行
の
唯

一
の
条
件
と
割
切
る
の
は
適
切
で
は
な

い
に
違

い
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
明
治
時

代
の
海
軍
に
発
生
し
た
多
く
の
脚
気

が
真

の
脚
気
に
属
す
る
こ
と
は
間
違

い
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
事
実
と

経
験
を
も
と
に
し
て
江
戸
時
代

の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
は
、
決
し
て
で
き
な
い

と
思
う
。
私
は
江
戸
時
代

の
脚
気

の
記
録
が
ど
れ
ほ
ど
が
真
の
脚
気

で
あ
り
、

な
ん
パ
ー
セ
ン
ト
は
あ
や
ま
り
に
属
す
る
か
を
、
詳
し
く
鑑
別
す
る
つ
も
り
は

少
し
も
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
そ

の
時
代
の
脚
気
概
念

は
そ
の
時
代
の
認
識
で

あ
り
、
「あ
や
ま
り
」
を
含
ん
で
い
た
と
い
う
考
え
か
た
は
、
現
代
人
が
現
代

の
病
名
の
枠

に
古

い
時
代

の
概
念
を
嵌
め
よ
う
と
す
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ

る
。
医
学
史
研
究
者
に
と

っ
て
、
近
代
医
学
の
病
因
学
や
病
気

の
分
類
に
よ

っ

て
古
代
医
学

の
病
名
と
概
念
を
ま
と
め
る
の
は
、
も

っ
と
も
た
や
す
い
作
業
方

法

で
あ
る
が
、
そ
れ
が
も

っ
と
も
間
違

い
を
辿
る
道
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

古
代

の
病
気

の
分
類
や
概
念
は
、
そ
の
時
代
の
医
学
理
論

に
基

い
て
つ
く
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
、

一
般
的

に
は
症
状
に
よ

っ
て
病
気
を
分
類
し
、
名
称
づ
け
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
近
代
医
学
に
お
け
る

一
つ
の
病
気
が
、
古
代
の
場

合

に
は
い
く

つ
か
の
病
気

に
わ
け
ら
れ
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
逆

に
、
近
代
医

学

の
視
点
か
ら
見
て
ま

っ
た
く
違
う
病
気
が
、
同
じ
症
状
を
表
し
て
い
る
か
ら

一
つ
の
病
気
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
よ
く
見
ら
れ
る
。
実
際
に
は
、
江
戸
時

代

に
お
い
て
脚
気
と
い
う
病
名
を
冠
し
た
病
気
は
、
臨
床

の
表
現
に
基
い
て
診

断
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
質

の
違
う
複
数

の
病
気
を
含
む
こ
と
に
な

る
。
そ
の
こ
と
は
逆
に
、
そ
の
時
代
の
科
学

(考
え
方
、
認
識

の
こ
と
)
を
理

解
す
る

一
つ
の
手
掛
り
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
、
症
状

に
よ
る
診
断

将
軍
の
徳
川
家

の
脚
気
病
は
、
白
米
を
食

べ
て
い
た
人
間
が
脚
気
病

に
か
か

り
や
す
い
例
証
と
し
て
、
よ
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
山
下
氏

の
著
作
に
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)

ま
と
め
ら
れ
る
資
料

に
よ

っ
て
、
そ
れ
ら

の
カ
ル
テ
を
見
て
み
よ
う
。

1
.
徳
川
家
光
の
脚
気

「寛
永
五
年

(
一
六
二
八
、
二
四
歳
)
五
月
十
八
日

瘧
を
な
や
ま
せ
給

ふ
」

六
月
十
五
日
、
「御
脚
痛
」

の
症
状
が
あ
り
、
「脚
気
」
と
診
断
さ

れ
る

(『徳
川
実
紀
』
)
。

そ
の
後
、
「長

い
持
病

に
な

っ
て
い
る
」、
た
と
え
ぽ
、
「寛
永
十
年
秋
、
十

二
年
春
秋
、
十
三
年
冬
、
十
六
年
春
秋
、
十
七
年
秋
に
は

『咳
気
』
も
わ
ず
ら

っ
て
い
る
」
。
慶
安
四
年

(
一
六
五

一
、
四
七
歳
)

に
な
る
と
、
「御
心
地
わ
ず

ら
は
し
く
」
、
「御
胸
な
や
み
給
ふ
」
な
ど

の
記
録
が

の
こ
さ
れ
て
い
て
、
三
月

廿
日
に
な
く
な

っ
た
。
山
下
氏

の
分
析
は

「二
十
四
歳
と
い
う
年
齢
、
六
月
と

い
う
季
節
、
あ
し
け
と
い
う
脚
気

の
古
名

を
こ
と
さ
ら
併
記
し
て
い
る
こ
と
、

針
医
を
招
い
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
真

の
脚
気
に
ま
ち
が
い
な
い
も
の
と
思

わ
れ
る
」
。
そ
し
て
、
「家
光

の
死
は
突
発
的
に
誘
発
さ
れ
た
脚
気
衝
心
に
よ
る

も

の
で
は
な
か

っ
た
か
と
推
察
さ
れ
る
」
、

と
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な

「分
析

」
と

「推
察
」
に
は
想
像

の
成
分
が

多
す
ぎ
る

の
で
は
な
い
か
。
「脚
痛
」

は
た
だ

「
ベ
リ
ベ
リ
」

に
の
み
見
ら
れ

る
症
状

で
あ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
「御
脚
痛
」

に
よ

っ
て
脚
気
と
診
断
さ
れ
た

一
ヵ
月

の
ま
え
、
「瘧
」
と

い
う
事
実

の
意
味

は
、
発
熱
し
て
い
た
経
過
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
そ
の
点

か
ら
見
れ
ば
、
す

で
に

「真

の
脚
気
」
の

「得
之
無
漸

(之
を
得

る
に
漸
無
く
)
」
(
『肘
後
方
』)
、
「多

不
即
覚

(多
く
は
即
覚

せ
ず
)
」
(『諸
病

源
候
論
』
)
と
い
う
特
徴
と
合
わ
な
い
。

そ
の
後
、
長

い
持
病
に
苦
し
ん
で
お
り
、
と
く
に
春

・
秋

・
冬

の
季
節
に
咳
が

頻
発
し
て
い
た
状
態
に
あ

っ
て
、
胸

の
な
や
み
が
表
わ
れ
た
時

に
死
ん
だ
こ
と

は
、
肺
心
病
あ
る
い
は
結
核
な
ど

の
病
気

に
よ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

2
.
徳
川
家
綱
の
脚
疾

家
綱

に
つ
い
て
の
史
料

に
は
、
た
だ

「足
痛
」
の
記
載
が
見

つ
か
る
。
「病

名

の
記
載
が
な
く
、
症
状

の
記
載
も
乏
し
い
た
め
」、
そ
の
病
気

の
質
を

「決

定
す

る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
、
山
下
氏
は
述
べ
な
が
ら
も
、
「家
綱
も
父
家

光
に
似

て
、
あ
る
い
は
軽
い
脚
気
を
わ
ず
ら

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
想

像
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
」
と
考
え
て
い
る
。

だ
が
、
か
り
に
そ
の
時
代

の
医
者
が

「脚
気
」
と

い
う
診
断
を
出
し
た
と
し

て
、
そ
の

「脚
痛
」
は
す
な
わ
ち

「真

の
脚
気
」
で
あ
ろ
う
か
。

3
.
徳
川
家
定
の
脚
気
死

家
定

の

『御
実
記
』

に
は
、
た
だ
安
政
五
年

(
一
八
五
八
、
三
四
歳
)
「疝

積
気
」
を
病
ん
で
、

一
ヵ
月
を
経
て
死
ん
だ
と
い
う
記
録
が
見
ら
れ
る
だ
け
だ

が
、

『昨
夢
紀
事
』
は
、
「息
き
れ
」
、
「小
用
は
昼
夜

に
而

一
合
位
」
、
「虚
脱
」
、

「不
食
」
な
ど

の
水
腫
病
の
症
状
が
、
そ
の

一
ヵ
月

の
中
に
は

っ
き
り
表
わ
れ

て
い
た
状
態
を
記
録
し
て
い
る
。
山
下
氏
に
よ
れ
ば
、
「病
状
は
脚
気
と
解
す

る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
脚
気

の
急
進
-

衝
心

に
よ
る

と
考
え
ら
れ
る
」、
「資
料

の
記
載
が
な
く
、
い
か
な
る
根
拠
に
も
と
つ
い
た
か

明
ら
か
で
は
な
い
が
、
本
朝
脚
気
沿
革
考
の

『前
大
将
軍
家
温
恭
昭
徳

の
両
廟
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江戸時代の脚気について

の
如
き
此
疾
を
以
て
逝
せ
ら
れ
る
』
は
、
ま
さ
し
く
真
実
を
記
し
た
も

の
で
あ

る
」。
家
定

の
病
気
は
ま
さ
に
普
通
の
水

腫
病
で
あ
る
に
ち
が

い
な

い
。
河
内

全
節

『本
朝
脚
気
沿
革
考
』

の
考
え
は
、

た
だ
そ
の
時
代
の
学
者
が
混
乱
し
た

脚
気
概
念
を
使

っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
家
定

の
病
気
が
真

の
脚
気
で
あ
る
証
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

4
.
徳
川
家
茂

の
脚
気
死

家
茂
の
脚
気
死
に
つ
い
て
の
記
録
は
多

い
。
要
す
る
に
、
慶
応
二
年

(
一
八

六
六
)
四
月
か
ら
、
二

一
歳

の
家
茂
が

「胸
痛
を
覚
え
ら
れ
、

一
時
は
快
癒
に

向
は
れ
し
に
、
六
月
に
入
り
て
再
発
し
、

下
旬

に
至
り
て
は
脚
腫
を
さ

へ
発
し

て
、

(七
月
)
水
腫

い
と
甚
し
く
、

二
十

日
に
至
り
て
遂

に
大
阪
城

に
薨
去
あ

り
」

(『徳
川
慶
喜
公
伝
』
)。
数
月
の
あ

い
だ
に
、
多
く
の
医
師
が
昼
夜
治
療
に

つ
と
め
た
け
れ
ど
も
、
小
便
不
利

に
よ
っ
て
水
腫
も
ひ
ど
く
な
り
、
最
後

に
な

く
な

っ
た
。
浅
田
宗
伯
が
そ
の
病
気
を
脚
気
衝
心
と
診
断
し
て
か
ら
、

こ
の
カ

ル
テ
は
真

の
脚
気
死
の
物
語
と
し
て
よ
く
引
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
な
る
。
と

こ
ろ
が
、
ど
う
し
て
そ
の
時
代

の
脚
気
診
断
は
必
ず
真

の
脚
気
と
イ

コ
ー
ル
で

あ
る
に
ち
が
い
な

い
の
か
、
な
ぜ
胸
痛
か
ら
水
腫
ま
で
の
表
現
は
べ
つ
の
病
気

で
あ
る
可
能
性
が
な
い
の
か
、
説
明
は
ど

こ
に
も
見
ら
れ
な
い
。
周
知

の
よ
う

に
、
お
よ
そ
心
臓
病

の
場
合
に
は
、
水
腫
や
小
便
不
利
や
喘
息
胸
動
な
ど
が
し

ぼ

し
ぼ
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
は
む
し
ろ
そ
の
病
気
の
主
な
症
状

と
み
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
を
心
臓
病

の
表
現
と
認
識
す
る

の
は
現
代
医
学
の
こ
と
で
あ
る
。
古
代
医
学
に
お
い
て
は
心
臓
病
は
、
「心
痛
」

の
以
外
に
、
主

に
精
神

の
病
気
を
指
す
。
循
環

の
生
理
が
ま
だ
わ
か
ら
ぬ
時
代

に
、
そ

の
よ
う
な
症
状
を
す
べ
て
心
臓
病

の
表
現
と
し
て
理
解
す
る
わ
け
は
な

い
。
江
戸
時
代

の

一
部

の
医
者

は
、
晋

・
唐

の
医
書

に
述

べ
て
い
る
肢
体
の
症

状
と

「衝
心
」

に
関
連
し
て
い
る
と

い
う
脚
気
病

の
特
点

に
つ
い
て
よ
く
考
え

て
い
る
う
ち
に
、
最
後
に
、
心
臓
の
見
症
と
循
環

の
障
碍
を
脚
気

の
診
断
要
点

と
み
な
し
て
、

一
般

の
水
腫
や
痺
と
の
区
別
点
と
す
る
よ
う
に
な
る
。
だ
か
ら

浅
田
惟
常
に
よ

っ
て
称
賛
さ
れ
て
い
る
今
村
亮

の

『脚
気
鈎
要
』
は
、
脚
気
の

診
断
要
点
を

「心
」

に
お
く
と
強
調
し
て
い
る
、
「鑒
之
之
要
、
在
於
胸
動
、

呼
吸
、
小
便
、
此
三
者
須
細
察
之

(之
を
鑒
る
の
要
は
、
胸
動

・
呼
吸

・
小
便

に
在
り
。
此

の
三
者
は
須
く
細
か
に
之
を
察
せ
よ
)」
、
「人
身
中
、
莫
不
有
動

気
、
而
動
気
亦
察
病
之

一
端
、
独
於
脚
気
動
気
之
候
居
重
矣

(人
身
中
、
動
気

有
ら
ざ
る
は
莫
く
、
而
に
動
気
も
亦
た
察
病

の

一
端
な
り
。
独
り
脚
気

に
お
い

て
は
、
動
気
の
候

の
居

る
こ
と
重
し
)」
。
実
際

に
は
、
浅
田
惟
常
は
こ
の
三

つ

を
脚
気
診
断
の
要
点
と
す
る
説
を
支
持
し
て
い
る
と
同
時
に
、
す
で
に
そ
の
こ

と
の
本
質
を
指
摘
し
て
く
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

「盖
古
今
名

一
而
病
則
異
、
和

漢
証
斉
而
因
不
同

(蓋
し
古
今

の
名
は

一
に
し
て
病
は
則
ち
異
な
り
、
和
漢

の

証
は
斉
し
く
し
て
因
は
同
じ
か
ら
ず
)」
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

私
は
た
い
へ
ん
な
惑

い
を
経
た
あ
と
に
、
よ
う
や
く
こ
の
終
点

に
辿
り
着

い
た

の
で
あ
る
。

病
名

の
文
字

の
み
に
よ

っ
て
そ
の
病
気

の
意
味
を
判
断
す
る
医
者
は
、
日
本

に
も
い
た
。

い
わ
ぽ
中
国

の
宋
代
以
降

の
、
脚
気
を
知
ら
ず
に
脚
気
を
説
く
医
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師
と
同
じ
で
あ
る
。
た
と
え
ぽ
、
源
養
徳

の

『脚
気
類
方
』
は
、
「肢
体
黄
腫
、

胸
腹
為
脹

(肢
体
黄
腫
し
、
胸
腹
脹
と
為

る
)
」
(肝
硬
変

の
よ
う
だ
)
、
「
足
脛

為
腫
、
起
居
如
常
、
甚
者
難
歩
履
、
今
時
屡
見
両
足
粗
大
、
与
疾
偕
老
者

(足

脛
腫
を
為

し
、
起
居
常

の
如
く
、
甚
し
き

は
歩
履
し
難
し
。
今
時
屡
屡
両
足
粗

大
、
偕
老
を
疾
む
者
と
与
に
す
る
者
を
見

る
)」
(
フ
ィ
ラ
リ
ア
症
の
よ
う
だ
)

な
ど
を
列
挙
し
た
あ
と
に
、
「
予
謂
皆
是
脚
気
之
類
也

(予
謂
う
に
皆
な
是
れ

脚
気

の
類
な
り
)
」
と
ま
と
め
て
い
る
。
ま

た
、

「黄
胖
ト
云
モ
ノ

(中
略
)
脚
気

二
属

シ
タ
ル
書

モ
有
偶
記

二
詳

二
論
セ

(
16

)

リ
読

ヘ
シ
」
。

「脚
気
為
症

(中
略
)
両
足
脛
腫
大
如
瓜
瓠
之
状
、
不
療
者
衆
矣
、
故
筆

而
備
参
考
也

(脚
気

の
症
為
る

(中
略
)
両
足
脛
腫
大
し
て
瓜
瓠

の
状
の

(
17

)

如
し
、
療
せ
ざ
る
者
多
し
、
故
に
筆

し
て
参
考

に
備
う
)
」。

コ

少
年
両
脚
麻
痺
不
能
歩
、
診
之
、
源
脈
数
而
両
臂
肉
堅
、
日
、
是
脚

気
也

(中
略
)
、
病
者
日
、
且
医
禁
魚
肉
及
米
塩
、
惟
麦
食
之
、
乃

一
身

無
精
力
、
先
生
亦
然
耶
、
日
、
豈
其
然
、
肉
益
佳
、
況
米
塩
乎

(
一
少
年

両
脚
麻
痺
し
て
、
歩
く
能
わ
ず
、
之
を
診
る
に
、
源
脈
数

に
し
て
両
臂
肉

堅
し
。
曰
く
、
是
れ
脚
気
な
り
、
と
。
(中
略
)
病
者
曰
く
、
且
く
医
は

魚
肉
及
び
米
塩
を
禁
じ
、
惟
だ
麦

の
み
之
れ
食
う
に
、
乃
ち

一
身
精
力
無

し
、
と
。
先
生
も
亦

た
然
り
と
し
て
、
曰
く
、
豈
其
れ
然
ら
ん
、
肉
益
益

(
18

)

佳

し

、

況

や
米

塩

を

や

)
」
。

(19
)

「
脚
気
、
老
年
之
男
左
脚
甚
痛

(脚
気
。
老
年

の
男
左
脚
甚
だ
痛
む
)」
。

以
上
に
引
用
し
た
よ
う
な
脚
気
に
つ
い
て
の
論
説
や
カ
ル
テ
は
、
江
戸
時
代

の
脚
気
書

に
た
や
す
く
見

つ
か
る
。
そ
れ
ら
が
た
だ

「脚
痛
」
、
「水
腫
」
な
ど

の
見
症
に
基

い
て
脚
気

の
診
断
を
出
し
て
い
る
の
は
、
き
わ
め
て
明
瞭
で
は
な

い
か
。
「左
脚
」
だ
け
痛
む

の
が
真

の
脚
気

に
属
す
る
可
能
性
は
す
こ
し
も
な

い
。
そ
し
て
、
「惟
だ
麦

の
み
食

い
」
、
逆
に

コ

身
精
力
無
し
」
に
な

っ
た
こ

と
は
、
そ
の
時
代
に
脚
気

の

「正
し
い
概
念
が
定
着
し
た
」
と
い
う
説
に
対
す

る
、
痛
烈
な
皮
肉
で
は
な
い
か
。

以
上

の
よ
う
な
例
を
と
り
あ
げ

て
お
く

の
は
、
江
戸
時
代

に
真
の
脚
気
が
存

在
し
て
い
た
と
い
う
説

に
反
対
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
時
代

の
医

学

の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
の
が

こ
の
文
章

の
旨
趣
で
あ
る
。
そ
の
時
代

の
脚

気
概
念
を

「中
風
、

リ
ゥ

マ
チ
、
痛
風
な
ど
と
の
鑑
別

に
多
少
の
混
乱
が
見
ら

れ
る
」
と
考
え
る
よ
り
も
、
む
し
ろ

「症
状

に
よ
る
診
断
」
と
い
う
医
学
の
時

代
的
特
徴
を
指
摘
し
て
挙
げ
る
ほ
う
が
、
そ
の
事
情

の
真
髄
を
捕
え
得
る
と
思

う
。江

戸
時
代

の
脚
気
診
断

に
存
在
し
て
い
た
二
つ
の
傾
向
、
す
な
わ
ち
ひ
と

つ

は

「心
臓

・
呼
吸

・
小
便
」

に
よ
り
、
ひ
と

つ
は

「脚

の
症
状
」

に
よ
り
、
脚

気

の
診
断
を
出
す
と
い
う
考
え
か
た
の
筋
道
が
わ
か
る
と
、
逆
に
徳
川
家

の
カ

ル
テ
を
見
た
場
合
、
こ
の
二

つ
の
枠
組
み
を
超
え
て
だ
れ
そ
れ
は
真

の
脚
気

に

属
す
る
と
判
断
で
き
る
証
拠

は
な

い
よ
う
に
思
え
る
。

江
戸
時
代

の
医
者
た
ち
の
中
に
は
、
真

の
脚
気
と
い
う
病
気

の
若
干

の
特
質

を
見

つ
け
た
も
の
も

い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

一
般

の
水
腫
、
痺
な
ど
と
区
別
す
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江戸時代の脚気について

る
論
説
も
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ぽ
、
山
本
鹿
洲

の

『橘
黄
医
談
』
は
、
「初

メ

足
ノ
不
自
由

ヲ
覚

へ
夫

ヨ
リ
両
足
屈
伸

ス
ル
事
不
能
」
な
ど

の
見
症
が
あ
る
病

気

に
た
い
し
て

「此
症
脚
気

二
属

ス
ル
者

ト
痿
躄

二
属

ス
ル
者
ト
ニ
症
ア
ル
様

二
思

ハ
ル
」
と
、
同
じ
見
症
か
ら
二
種

の
病
気
を
区
別
し
て
い
る
。
ま
た
、
村

瀬
豆
洲

の

『方
彙
続
貂
』

で
は
、
脚
気
は
、
「診
脚
気
、
試
按
足
承
山
穴
、
而

痛
難
堪
者
、
是
為
衝
心
之
候

(脚
気
を
診

て
、
試
み
に
足
の
承
山
穴
を
按
じ
て
、

痛

み
堪
え
難
き
者

は
、
是
れ
衝
心

の
候

な
り
。

承
山
穴
は
腓
腸
筋

の
中

点
)
」
と
、
腓
腸
筋
痛
と

い
う
真

の
脚
気

病

の
症
状
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
だ

が
、
村
瀬

の
言
葉
を

つ
き

つ
め
て
考
え

れ
ば
、
彼

の
気
づ

い
た
点

は
や
は
り

「
心
」
で
あ
り
、
腓
腸
筋
痛
と
い
う
特
徴

は
脚
気

の
診
断
要
点
で
は
な
く
、
「衝

心
」

の
可
能
性
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
転
帰

に
注
目
し
て
い
る
。

要
す
る
に
、
江
戸
時
代

の
た
く
さ
ん
の
脚
気

に
か
ん
す
る
著
作
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
内
容
を
、
現
代
医
学
の

一
つ
の
病
名
で
解
釈
す
る
の
は
、
到
底
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
ま
さ
に

「症
状

に
よ
る
診
断
」
と
い
う
時
代

の
特
徴
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
だ
が
、
脚
気

の
概
念
を
め
ぐ

っ
て
、
そ
の
時
代

の

医
者
が
と
き

に
次
の
い
く
つ
か
特
徴
を
指

摘
し
て
い
る
点
も
、
よ
く
考
え
て
み

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

1
.
真
の
脚
気
は
、
日
本

の
古
代
に
な
か

っ
た
。
脚
気

は
新
し
い
病
気
と
言

え
る
。

「東
方
有
脚
気
之
病
、
流
行
三
十
餘
年
」

(松
井
衆
甫

『脚
気
方
論
』
序
)
。

ま
た
、
前

に
引
用
し
た
香
川
景
輿
も
同

じ
説

で
あ
る
。

2
.
昇
平
時
代
に
多

い
。

「太
平
之
時
節
乎
哉
、
当
今
時
也
、
脚
気
大
行
矣

(太
平

の
時
節
な
る
か

な
。
当
今

の
時
は
、
脚
気
大
い
に
行
わ
る
)
」
(松
井
衆
甫

『脚
気
方
論
』

序
)。

「盖
昇
平
日
久
、
人
人
遊
惰
、
奉
身
飽
暖
、
処
形
安
逸
、
加
之
膏
腴
過
分
、

房
閨
越
節
、
云
云

(蓋
し
昇
平
日
に
久
し
く
、
人
人
遊
惰
し
、
身
を
奉
じ

暖

に
飽
き
、
形
を
安
逸
に
処
し
、
之
が
膏
腴
を
加
え
る
こ
と
分

に
過
ぎ
、

房
閨
節
を
越
え
、
云
云
)
」
(今
村
亮

『脚
気
鈎
要
』
)。

3
.
子
供
や
老
人
や
女
性
に
は
少
く
、
壮
年

の
男
性
に
多

い
。

「尚
見
此
病
多
在
壮
年
、
而
少
在
老
人
也

(尚
お
此
病
は
壮
年
に
在
る
こ

と
多
く
、
而
し
て
老
年
に
在

る
こ
と
少
し
)」
、
「多
在
四
十
五
十
也

(四

十
五
十
に
在

る
こ
と
多
し
)
」
、
「女
子
病
脚
気
稀
於
男
子

(女
子

の
脚
気

を
病
む
は
男
子
よ
り
稀
な
り
)
」
(桔
宗
仙
院

『脚
気
説
』
)。

「男
子
春
心
未
動
、
女
子
情
竇
未
開
、
並
不
覩
発
脚
気
、
老
人
還
童
、
慾

念
断
絶
者
亦
復
然

(男
子
春
心
未
だ
動
か
ず
、
女
子
情
竇
未
だ
開
か
ざ
れ

ば
、
並
び
に
脚
気
を
発
す
る
を
覩
ず
。
老
人
童
に
帰
り
、
慾
念
既
に
断

つ

者
も
亦
復
た
然
り
)」

(今
村
亮

『脚
気
鈎
要
』
)。

「多
在
男
子
壮
年
之
人
、
在
弱
齢
之
人
及
婦
人
者
甚
尠
矣

(男
子
に
在
り

て
多
き
は
壮
年

の
人
、
弱
齢

の
人
及
び
婦
人

に
在
り
と
は
甚
だ
尠

し
)
」

(浅
田
惟
常

『脚
気
概
論
』
)
。

4
.
都
会

に
流
行
。
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「余
漫
遊
諸
州
、
熟
視
此
病
、
江
戸
最
多
、
京
師
浪
華
次
之
、
僻
陬
地
方

希
見

(余
諸
州
を
漫
遊
し
、
此
の
病

を
熟
視
す
る
に
、
江
戸
最
も
多
し
、

京
師
浪
華
之
に
次
ぎ
、
僻
陬

の
地
方

は
見

る
こ
と
希
な
り
)
」
(今
村
亮

『脚
気
鈎
要
』
)。

,
「唯
江
戸
称
最
多
此
疾
、
而
京
摂
次

之

(唯
江
戸

の
み
最
も
此

の
疾
多
し

と
称
し
、
而
し
て
京
摂
之
に
次
ぐ
)
」

(丹
波
元
佶
序

『脚
気
鈎
要
』)
。

5
.
脚

の
症
状

は
重
要
で
は
な
く
、
『
千
金
』
な
ど

の
中
国
の
医
籍

に
描
か

れ
た
多
く

の
症
状
は

「是
徒
論
派
症
、
而
似
遺
源
本

(是
れ
徒
に
派
症
を
論
じ
、

而
し
て
源
本
を
遺
る
る
に
似

た
り
)
」
(今

村
亮

『脚
気
鈎
要
』
)。

い
わ
ゆ
る

「源
本
」
は
心
臓

⑳
症
状
で
あ
る
。

も
し
も
、
あ
る
程
度

の
副
食
が
存
在
し

て
い
る
場
合
は

「
米
食

の
広
が
り
」

が
脚
気
流
行
の
唯

一
の
必
要
条
件

で
な
い
こ
と
を
忘
れ
な
け
れ
ぽ
、
以
上

の
特

徴
は
す
べ
て
真

の
脚
気
流
行
を
持
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
真

の
脚

気
病
は
年
齢
も
問
わ
ず
、
性
別
も
問
わ
ず

発
病
す
る
こ
と
を
そ
の
病
気

の

一
つ

の
特
徴
と
す
る
が
、
な
ぜ
こ
こ
に
そ
れ
と
ち
ょ
う
ど
反
対
の
状
況
を
記
録
し
て

い
る
の
か
。
宗
田

一

『日
本
医
療
文
化
史

』
の
中

に
、
「戦
時
下

の
多
発
」
と

「平
時

に
、
暴

か
に
減
し
、
ほ
と
ん
ど
終
熄

の
姿
を
現
わ
せ
し
」
を
真

の
脚
気

の
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
た
こ
の
文
章
で
も
前

に

「特
定

の
生
活
条
件
」
の
重
要
性
を
強
調
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
普
通

の
暮
ら
し
を
し

て
い
る
人
々
の
あ

い
だ
に
は
真

の
脚
気
多
発

の
可
能
性
は
あ
ま
り
高
く
な
い
が
、

な
ぜ
こ
こ
に
は
ま

っ
た
く
逆

の
状
況
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
の
か
。
従
来

の
研
究

は
、
江
戸
時
代
の
脚
気
記
述

に
リ
ウ

マ
チ
な
ど

の
別

の
病
気
も
混
雑

し
て
い
る

こ
と
を
す

で
に
指
摘
し
て
い
る
が
、
脚
気
と
梅
毒
と
の
関
係
は
ま

っ
た
く
注
意

さ
れ
て
い
な
い
。
現
代
医
学
知
識

の
お
か
げ
で
、
真
の
脚
気
と
梅
毒
の
鑑
別
も

一
つ
の
難
し
い
点
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
、

つ
ぎ

の
作
業
に
移
ろ

う
。

四
、
脚
気
と
梅
毒

梅
毒
は
古
く
か
ら
世
界
各
地

に
あ

っ
た
か
、
あ
る
い
は

一
定

の
原
発
病
源
地

か
ら
交
通

の
発
達
と
と
も

に
各
地
に
蔓
延
し
た
も

の
か
と
い
う
問
題
は
、
今
日

の
と
こ
ろ
未
だ
議
論
が
あ

っ
て
確
定
し
た
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
、
十
六
世
紀
以
降
、
す
で
に
日
本
で
は
梅
毒

の
流
行
が
見
ら
れ
る
こ
と

を
知
れ
ぽ
、
十
分
で
あ

る
。
江
戸
時
代
の
脚
気

に
か
ん
す
る
医
書
と
梅
毒

に
か

ん
す
る
医
書
の
両
方
を
調
べ
て
み
る
と
、
確
か
に
脚
気
と
梅
毒
は
あ
る
程
度
関

係
が
あ
る
こ
と
を
理
解

し
得
る
。
た
と
え
ぽ
、
桔
宗
仙
院

の

『脚
気
説
』
は

つ

ぎ

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「嘗
視

一
病
者
、
謂
去
年
患
驟
瘡
、
近
日
悉
愈
、
則
脚
攣
麻
痺
、
跟
踝
軟

痛
、
不
能
歩
行
、
不
但
足
部
軟
痛
、
而
手
指
亦
麻
粗
、
如
貼
乾
糊
、
於
是

予
知
皆
此
諸
症
、
名
此
為
脚
気
者
、
本
因
身
内
瘡
気
欝
遏
、
不
能
発
泄
其

肌
表
、
而
攻
其
筋
脉
者
也
。

見
患
其
足
、
則
以
為
痿
躄
脚
気
、
或
眼
目
口
舌
及
淋
瀝
痔
痛
、
亦
惟
依

其
各
門
而
立
論
、
偏
拘
其
見
症
而
処
方
也
。
其
不
効
者
、
本
自
為
分
。
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江戸時代の脚気について

是
必
下
疳
新
廖
、
而
後
多
発
此
症
。

是
下
疳
黴
瘡
新
愈
後
、
多
有
自
汗
寐
汗
、
不
必
為
優
。

数
月
之
後
、
忽
然
遍
身
発
瘡
如
楊
梅
。

一
内
室
産
後
月
餘

(中
略
)
延
余
診
、
見
傍
則
其
主
人
疥
瘡
満
身
、
猶

未
愈

(中
略
)、
主
人
亦
日
、
賤
婦
産
前
小
発
疥
瘡
、

(中
略
)
方
知
相
染

者
也
。

予
経
試
多
有
因
欝
毒
而
見
皮
膚
黒
脹
者
。」

(嘗

て

一
病
者
を
視
る
に
、
謂
え
ら

ん
、
去
年
驤
瘡
を
患
い
、
近
日
悉
く

愈
ゆ
、
と
。
則
ち
脚
攣
麻
痺
し
、
跟
踝
軟
痛

し
、
歩
行
す
る
能
わ
ず
、
但

に
足
部
軟
痛
す
る
の
み
な
ら
ず
、
而

し
て
手
指
も
亦
た
麻
粗
す
る
こ
と
、

乾
糊
を
貼
る
が
如
し
。
是
こ
に
於
い
て
予
は
知
る
、
皆
な
此
の
諸
症
は
、

此
を
名
づ
け
て
脚
気
と
為
す
者
、
本
と
身
内

の
瘡
気
欝
遏
す
る
に
因
り
、

其

の
肌
表
よ
り
発
泄
す
る
能
わ
ず
し

て
、
其

の
筋
脉
を
攻
む
る
者
な
る
を
。

其

の
足
を
患
う
を
見
れ
ば
、
則
ち
痿
躄
脚
気
、
或
は
眼
目
口
舌
及
び
淋

瀝
痔
痛
と
以
為
え
る
も
、
亦
た
惟
だ
其
の
各
門

に
依
り
て
し
て
論
を
立
て
、

偏
に
其

の
見
症
を
拘
り
て
処
方
す
。
其
の
効
せ
ざ

る
と
き
は
、
本
と
自
ら

分
か
る
ゐ
を
為
さ
ん
。

是
れ
必
ず
下
疳
新
た
に
廖
え
て
、
後
此
の
症
を
多
発
せ
ん
。

是
れ
下
疳

の
黴
瘡
新
た
に
愈
え
し
後
、
多
く
自
汗
寐
汗
有
る
も
、
必
ず

し
も
優
と
為
さ
ざ
ら
ん
。

数
月
の
後
、
忽
然
と
し
て
遍
身
瘡

を
発
す
る
こ
と
楊
梅

の
如
し
。

一
内
室

の
産
後
月
餘
、
(中
略
)
余
を
延
り
て
診
せ
し
む
。
傍
を
見
れ

ば
則
ち
其

の
主
人
満
身
に
疥
瘡
し
、
猶
お
未
だ
愈
え
ず

(中
略
)、
主
人

も
亦
た
曰
く
、
賤
婦
は
産
前
小
し
く
疥
瘡
を
発
す
、
と
。
(中
略
)
方

め

て
相
染
ま
り
し
こ
と
を
知
る
。

予
経
試
す
る
に
、
欝
毒

に
因
り
て
皮
膚
黒
脹
を
見
す
者
有
り
。
)

こ
こ
に
論
じ
て
い
る
カ
ル
テ
は
、
も
ち
ろ
ん
い
ず
れ
も
脚
気

の
患
者

で
あ

っ

た
。
ま
た
、
中
神
琴
溪

の

『生
生
堂
治
験
』

に
載
せ
る

一
例
を
見
て
み
よ
う
。

コ

男
子
自
小
腹
引
両
脚
攣
縮
、
不
能
屈
伸
、
医
以
為
腎
虚
若
脚
気
治
之
、

先
生
目
之
日
、
汝
黴
毒
也
、
病
者
大
驚
、
日
、
然

(
一
男
子
、
小
腹
引
き

両
脚
攣
縮
す
る
に
自
り
、
屈
伸
す
る
能
わ
ず
。
医
は
以

っ
て
腎
虚
と
為
し

て
脚
気

の
若
く
之
を
治
す
。
先
生
之
を
目
し
て
曰
く
、
汝
は
黴
毒
な
り
、

と
。
病
者
大
い
に
驚
き
て
、
曰
く
、
然
り
、
と
)。
」

ま
た
、
山
崎
正
亭

『診
尺
録
』
に
載
せ
る
脚
気

の
カ
ル
テ
も
、
梅
毒
の
特
徴

を

つ
よ
く
表
わ
し
て
い
る
。

コ

夫
請
診
、
其
臂
肉
硬
而
前
段
掌
側
熱
、
肘
前
如
絮
、
尺
沢
両
側
亦
同

(
一
夫
診
を
請
う
。
其
の
臂
肉
硬
く
し
て
前
段

の
掌
側

に
熱
あ
り
、
肘
前

は
絮
す
る
が
如
く
、
尺
沢

の
両
側
も
亦
た
同
じ
)
。」

そ
の
ほ
か
に
、
「小
便
滴
瀝
有
年

(小
便
滴
瀝
す
る
こ
と
年
有
り
)」
、
「隻
脚

重

(隻
脚
重
し
)」
、
「無
気
力
」
な
ど

の
症
状
が
あ
る
か
ら
、
脚
気

と
診
断
さ

れ
た
。

以
上

に
引
用
し
た
論
説
を
読
め
ば
、
恐
ら
く
当
時
代

の
一
部

の
脚
気
病
は
実
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は
梅
毒

に
か
か
っ
て
か
ら
出
現
す
る
症
状

で
あ
る
こ
と
、
梅
毒
を
脚
気
と
診
断

し
た
医
師
も
い
る
こ
と
、
と
り
わ
け
脚
気

に
せ
よ
梅
毒
に
せ
よ
、
い
ず
れ
も
臨

床

の
症
状

に
よ
り
い
く

つ
か
の
病
気

に
分
け
て
認
識
し
治
療
し
て
い
た
こ
と
を
、

理
解
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

の
み
な
ら
ず
、
梅
毒
を
論
ず
る
著
作
を
見
れ
ば
、

「夫
昇
平
二
百
有
餘
年
、
人
人
飽
暖

(夫
れ
昇
平
二
百
餘
年
、
人
人
飽
暖
す
)
」、

「都
会
繁
花
之
地
最
易
滋
蔓

(都
会
繁
花

の
地
は
最
も
滋
蔓
し
易
し
)」
と
い
う

そ
の
発
病

の

「時
」
と

「地
」

の
特
徴
は
疑

い
も
な
く
ま
さ
に
以
前
に
述
べ
た

脚
気

の
発
病
特
徴

に

一
致
し
て
い
る
。
し

か
も
、
「或
似
脚
気

(或

は
脚
気

に

(
20

)

似

た

り

)
」

と

か
、

「
脚

気

二
類

テ
足

脚

疼

痛

シ
」

と

か

の

よ

う

に
、

脚

気

と

は
第
三
期

(日
本

の
医
学
書

で
は
第
四
期
と
呼
ぶ
)

の
段
階
に
も

っ
と
も
頻
繁

に
出
現
す
る

(晩
期
内
臓
梅
毒

の
約
90
%
に
あ
た
る
)
。
そ
れ
は
最
も
重
要
な

(
21

)

病
害
で
あ
り
、
梅
毒
の
致
死
原
因

の
三
分

の

一
以
上

に
達
す
る
と
い
う
。
梅
毒

の
流
行
と
と
も
に
、
江
戸
時
代
の
医
書
は
唐
瘡

・
楊
梅
瘡
に
関
心
を
寄
せ
、
そ

の
記
載
も
時
と
と
も
に
多
く
な
り
、
学
者
間
の
論
議
も
活
発
と
な

っ
て
ゆ
く
の

が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
多
く
の
専
門
医
や
専
門
書
が
現
れ
る
に
い
た

っ
た
。
そ

れ
ほ
ど
多
く
の
専
門
書

(表
2
)
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
梅
毒
が
酷
く
流
行
し

て
い
た
状
況

の
反
映
と
看
做
せ
よ
う
。
梅
毒
性
心
臓
病
の
存
在
も
そ
れ
だ
け
多

く
な

っ
て
い
た
に
ち
が

い
な
い
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
本
を
調
べ
て
み
よ
う
。
結

表2江 戸時代の梅毒医書目録

年行刊

没

没

没

没

刪

羅

羅
胼

翻
㎜
㎜
㎜

器

灘

翻

器
㎜
㎜

畿
㎜

躍

照

…

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年元元78591212333345571441035899992和永明明政政政政和和和和化化化化化政政保保保保保保保応明安天天寛寛寛寛享享享享文文文文文文文天天天天天天天慶

者著

籬

濺

甃

繼

雛

覊

懸

鷺

瀦

黠
能

藷
競
麟

藷

籬

独

駟
橘
膾
黐

鸞

慧
誕

黯

懇
柘
祉

鱒

鵲
妬
鱇
黼

灘
高

饗

黷

名書

論

記

記鑑

欝
韈

欝
総

難
欝轢

欝
靆
韈 苅谷春郎 『江戸 の性病』 による

梅
毒

の
土
ハ通
点
を
説
く
論
説
は
梅
毒
の

専
門
書

に
も
見
ら
れ
る
。
症
状

に
共
通

点
が
あ
る
か
ら
、
前

に
引
用
し
た
資
料

に
し
め
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
梅
毒
を

脚
気
と
し
て
診
断
し
た
り
治
療
し
た
り

す
る
の
も
、
不
思
議
は
な

い
で
あ
ろ
う
。

梅
毒
が
脚
気
と
関
連
し
て
い
る
こ
と

を
示
す
も
う

一
つ
の
鍵
と
い
え
る
の
は
、

梅
毒

の
場
合
で
も

「衝
心
」
が
出
現
す

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

梅
毒
性
心
臓
病
と
い
う
病
気
が
あ
る
こ

と
だ
。
梅
毒

に
よ
る
心
臓

の
主
動
脈
炎
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江戸時代の脚気について

局
、
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

そ
の
時
代
の
医
者
達

は
梅
毒

の
伝
播
方
式
や
遺
伝
す
る
こ
と
な
ど
を
よ
く
知

っ
て
い
た
だ
け
で
は
な
い
。
各
期

の
症
状
特
徴
も
、
現
代
医
学

に
お
け
る
よ
う

に
、
分
け
て
述
べ
て
い
た
。
そ
の
中

で
注
目
す
べ
き
は
、
晩
期
梅
毒
に
つ
い
て

の
内
容
で
あ
る
。

梅
毒
に
感
染
し
て
か
ら
、
潜
伏
期
を
経

て
、
下
疳
と
横
痃
が
見
ら
れ
る
段
階

は
、
梅
毒

の
第

一
期
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
後
、
楊
梅
、
砂
仁
、
棉
花
な
ど

の
よ

う
な
瘡
が
で
き
る
段
階
が
、
第
二
期
で
あ

る
。
そ
の
あ
と
、
ゴ
ム
腫
、
結
節
が

で
き
、

つ
づ

い
て
次
第
に
長

い
時
間
を
か
け
て
内
臓
器
官
や
骨
な
ど
が
破
壊
さ

れ
て
ゆ
く
段
階
は
、
第
三
期

か
ら
第
四
期

の
梅
毒
と
呼
ぼ
れ
る
の
で
あ
る
。
江

戸
時
代
の
医
書

に
は
、
第
二
期

か
ら
第
三
期
、

つ
づ

い
て
晩
期
梅
毒
た
る
脊
髄

癆
な
ど
の
病
症
が
よ
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
和
気
惟
享

『黴
瘡
約

言
』

の

「結
毒
」
と

「黴
毒
属
証
」
の
項

目
に
、
以
下

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

毒
之
結
也
、
其
状
不

一
矣
、
結
於
筋
骨
者
、
筋
攣
骨
痛
動
履
艱
渋
或
不

能
纔
起
床
或
偏
枯
似
中
風
、
結
於
裏
者
、
咳
潰
盗
汗
下
利
不
食
似
肺
痿
、

結
於
肌
肉
者
、
肌
肉
関
節
腫
嗽
腐
爛
膿
水
淋
漓
、
結
於
頭
項
者
、
頭
項
強

痛
或
眩
暈
不
能
欅
頭
或
頸
項
生
結
核
数
箇
累
累
可
数
、
結
於
面
頭
者
、
面

目
腐
爛
臭
穢
不
可
近
、
結
於
耳
者
、
為
聾
為
腫
或
耳
鳴
如
鐘
如
風
雨
如
鳥

雀
之
啾
啾
如
川
流
之
瀧
瀧
之
類
、
結
於
目
者
、
目
赤
腫
痛
或
内
障
失
明
、

結
於
鼻
者
、
脳
漏
鼻
淵
或
鼻
柱
潰
蝕
、
結
於

口
舌
者
、
口
舌
腐
爛
或
舌
傍

焦
黒
腫
痛
或
穿
微
孔
膿
血
時
出
、
結

於
牙
歯
者
、
歯
齦
腫
痛
膿
潰
殆
類
牙

疳
或
為
牙
宣
、
結
於
咽
喉
者
失
音
聲
唖
或
咽
喉
腐
爛
飲
食
不
能
進
、
結
於

胃
管
者
、
噎
膈
反
胃
、
結
於
心
胸
者
、
胸
膈
突
腫
腫
潰
穿
孔
或
心
痛
失
心

狂
妄
、
結
於
腹
部
者
、
腹
満
腹
痛
或
水
腫
瘢
聚
、
結
於
腰
脊
者
、
腰
脊
拘

痛
不
可
屈
伸
或
麻
痺
不
仁
、
結
於
前
陰
者
、
陽
物
疳
蝕
、
結
於
後
陰
者
、

痔
疾
漏
瘡
、
結
於
四
肢
者
、
四
肢
生
肉
瘤
結
核
驟
瘡
或
疼
痛
或
潰
爛
、
其

他
、
膚
則
為
頑
癬
如
牛
皮
、
骨
則
為
附
骨
疽
或
腿
脚
骨
節
摧
出
変
紫
黒
色

之
類
焉
。

(毒

の
結
ぶ
や
、
其

の
状

は

一
な
ら
ず
。
筋
骨

に
結
ぶ
と
き
は
、
筋
攣
骨

痛
、
動
履
艱
渋
し
、
纔

に
起
床
す
る
能
わ
ず
、
或
は
、
偏
枯
中
風
に
似
た

り
。
裏
に
結
ぶ
と
き
は
、
咳
潰
盗
汗
し
、
下
利
し
て
食
わ
ず
、
肺
痿

に
似

た
り
。
肌
肉

に
結
ぶ
と
き
は
、
肌
肉
関
節

は
腫
嗽
腐
爛
し
、
膿
水
淋
漓
た

り
。
頭
項
に
結
ぶ
と
き
は
、
頭
項
強
痛
し
、
或
は
眩
暈
し
て
頭
を
襷
ぐ
る

能
わ
ず
、
或
は
頸
項
に
結
核
数
箇
を
生
じ
て
、
累
累
と
し
て
数
う
可
し
、

面
頭

に
結
ぶ
と
き
は
、
面
目
腐
爛
し
、
臭
穢
近
づ
く
可
か
ら
ず
。
耳

に
結

ぶ
と
き
は
、
聾
と
為
り
腫
と
な
り
、
或
は
耳
鳴
り
鐘

の
如
し
、
風
雨

の
如

し
、
鳥
雀
の
啾
啾
た
る
が
如
し
、
川
流

の
瀧
瀧
た
る
が
如
き
の
類
な
り
。

目

に
結
ぶ
と
き
は
、
目
赤
腫
痛
し
、
或
は
内
障
失
明
す
。
鼻

に
結
ぶ
と
き

は
、
脳
漏
鼻
淵
し
、
或
は
鼻
柱
潰
蝕
す
。
口
舌
に
結
ぶ
と
き
は
、
口
舌
腐

爛
し
、
或

は
舌
旁
焦
黒
腫
痛
し
、
或

は
微
孔
を
穿
ち
膿
血
時

に
出
ず
。
牙

歯
に
結
ぶ
と
き
は
、
歯
齦
腫
痛
し
、
膿
潰
殆
ど
牙
疳
に
類
し
、
或
は
牙
宣

と
為
る
。
咽
喉
に
結
ぶ
と
き
は
、
音
声
を
失

い
て
唖
し
或
は
咽
喉
腐
爛
し
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飲
食
進
む
能
わ
ず
。
胃
管
に
結
ぶ
と
き
は
、
噎
膈
反
胃
す
。
心
胸
に
結
ぶ

と
き
は
、
胸
膈
突
腫
し
、
腫
潰
れ
て
孔
を
穿
ち
、
或
は
心
痛
失
心
狂
妄
す
。

腹
部

に
結
ぶ
と
き
は
、
腹
満
腹
痛
し
、
或
は
水
腫
痕
聚
す
。
腰
脊
に
結
ぶ

と
き
は
、
腰
脊
拘
痛
し
屈
伸
す
可
か
ら
ず
、
或

は
麻
痺
不
仁
た
り
。
前
陰

に
結
ぶ
と
き
は
、
陽
物
疳
蝕
す
。
後
陰
に
結
ぶ
と
き
は
、
痔
疾
漏
瘡
た
り
。

四
肢

に
結
ぶ
と
き
は
、
四
肢
に
肉
瘤
結
核
驤
瘡
を
生
じ
、
或

は
疼
痛
し
或

は
潰
爛
す
。
其

の
他
、
膚
は
則
ち
頑
癬
と
為
り
牛
皮

の
如
し
、
骨
は
則
ち

附
骨
疽
と
為
り
、
或

は
腿
脚
骨
節
摧
出
し
紫
黒
色

に
変
す
る
の
類
な
り
。
)

属
証
品
目

淋
疾

痔
漏

疥
癬

鵝
掌
風

結
核

陰
癬

嚢
痛

懸
癌

脳

漏

雑
証

ま
と
め
て
言
え
ば
、
下
疳
や
横
痃

(あ

る
い
は
便
毒
)
か
ら
、
楊
梅
瘡
を
経

て
、
最
後

に

「結
毒
」

に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
病
気
や
症
状
が
起

こ
る
そ
の
描

写
は
、
梅
毒
の
経
過

に
よ
く

一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
詳
し
く
引
用
し
た
内

容
に
よ

っ
て
わ
か
る
の
は
、
「結
毒
」
の
見
症
が
、
外
部
か
ら
見
え
る
こ
と
を

主
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

い
わ
ぽ
第

二
期
か
ら
第
三
期
ま
で
の
も

の
が
示

さ
れ
て
い
る
。
晩
期
梅
毒

に
よ
く
見
ら
れ

る
心
臓

の
病
気
は
、
そ
の
時
代

の
医

書
に
は
ほ
と
ん
ど
出

て
こ
な
い
。
わ
ず
か

「預
免
衝
逆
之
後
患

(預
め
衝
逆

の

後
患
を
免

る
)」
、
「腹
部
攣
急
、
動
悸
不
止

(腹
部
攣
急
し
、
動
悸
止
ま
ず
)
」、

「
動
悸
太
甚

(動
悸
は
な
は
だ
し
)
」
と
い
う
、
心
臓
の
見
症

に
関
係
あ
る
わ
ず

か
の
言
葉
し
か
見

つ
か
ら
な
い
。

梅
毒
性
心
臓
病
は
晩
期
梅
毒
の
主
な
損
害
と
し
て
普
通
に
存
在
し
て
い
る
と

い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
の
発
病
は
年
齢

・
性
別
と
も
特
別
な
関
連
が
あ
る
。

一

般

の
場
合
は
、
感
染
後

の

一
五
ー
二
〇
年
を
経
て
発
病
す
る
か
ら
、
そ
の
患
者

の
年
齢
は
だ
い
た
い
四
〇
1
五
五
歳

の
間
で
あ
り
、
男
性
は
女
性
よ
り
多
発
し
、

(
21

)

そ
の
比
率
は
約
三
～
五

二

で
あ
る
。

李
洪
迥
氏

の

『梅
毒
学
』

に
は
、
梅
毒

に
よ
る
・10
臓
病
の
発
病
年
齢

の
特
徴

が
図
1
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
男
性
と
女
性
と
の
区
別
に
つ
い
て

は
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「女
性

の
心
臓
、
主
動
脈
、
中
枢
神
経
お
よ
び
子
宮

に
は
梅
毒

の
損
害
が
少
く

な
い

(芝
9
詳
窪
づ
氏
の
話
)
。
司
蠧
鼠
2

氏
と
筆
者
が
九
四
五
九
例

の
男
性
と
七

二
〇
九
例

の
女
性
の
梅
毒
患
者
を
調
べ
た
結
果
に
よ
れ
ぽ
、
女
性

の
梅
毒
で
は
、

早
期
に
お
い
て
も
晩
期

に
お
い
て
も
、
皮
膚
粘
膜

の
損
害
は
普
通
に
存
在
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
神
経
系
お
よ
び
心
臓
循
環
系
の
梅
毒
は
皆
め
っ
た
に

(
22

)

見
当
ら
な
い
。
そ
れ
は
女
性
の
ホ
ル
モ
ン
と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
」
。

梅
毒
性
心
臓
病
が
常

に
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
発
病
は
年
齢

・
性
別
と
関
連

し
て
い
る
と
い
う
特
徴
を
理
解
し
た
う
え
で
、
も
う

一
度
前
に
ま
と
め
た
脚
気

の
五

つ
の
特
徴
と
対
照
し
て
み
る
と
、
真
の
脚
気
よ
り
も
梅
毒

の
ほ
う
に
そ
れ

ら
の
特
徴
は
も

っ
と

一
致
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
江
戸
時
代

の
脚
気

概
念
に
部
分
的
に
梅
毒
が
含
ま
れ
て
い
る
理
由
は
、

一
方
で
は
、
前
に
す

で
に

述
べ
た
よ
う
に
、
両
方
と
も
肢
体

の
見
症
が
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
他
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方

で
は
、
た
ん
に

「衝
心
」

の
見
症
と
診
断
す
る
と
き
、
そ
こ
に
は
主
に
二
つ

の
要
因
が
あ
る
。
そ
の

一
つ
は
、
診
断

の
難
し
さ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

江
戸
時
代

に
は
、
梅
毒
を
述
べ
た
本
が

贅
沢
に
出
版
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
そ

れ
に
よ
っ
て
梅
毒

の
診
断
が
は

っ
き
り
易

し
く
な

っ
た
と
は
言
・兄
な
い
。
た
と

え
ば
第
二
期

の
梅
毒
は
、
よ
く
見
ら
れ
た
皮
疹
で
も
、
少
く
な
い
内
臓
損
害
で

も
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
他

の
病
気
と
似

て
い
て
、
区
別
は
容
易

で
な
く
、
甚

だ
し
き
場
合

に
は
不
可
能
な
こ
と
で
あ

っ
た
。
寓
o
霞
Φ
氏

の
話

に
よ
れ
ば
、

病
例
数

年齢
0919293949596979

★一 ★ 急性 心内 膜炎 。一一一4風 湿性心 臓病

←一 → 心 臓循 環系梅毒

図1心 臓循環系梅毒 、風湿性 心臓病 お よび急性 心内膜炎病 人の 発病年齢

四
〇
種

の
皮
膚
病
、

二
二
種

の
口
腔
粘
膜
病
、

一
四
種

の
生
殖
器
官
粘
膜
病
、

一
六
種

の
骨
病
、
七
種
の
眼
病
が
梅
毒

の
損
害
と
似
て
お
り
、
そ
れ
ら
各
分
野

の
専
門
家
に
と

っ
て
も
区
別
し
難
い
こ
と
で
あ

っ
て
、
普
通
の
医
者
な
ら
も

っ

と
困
惑
す
る
に
ち
が

い
な

い
。
と
く
に
、
梅
毒
に
よ
っ
て
心
臓
の
損
害
が
起
こ

る
こ
と
は
、
そ
の
時
代
に
は
ぜ
ん
ぜ

ん
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

国
o
算
震
氏
は

一
七
八
六
年

に
次

の
よ
う
に
書

い
て
い
る
、
「わ
れ
わ
れ
が
知

っ

て
い
る
よ
う
に
、
人
体

の
多
く
の
部
分
は
梅
毒
の
損
害
を
受
け
な
い
。
そ
の
ゆ

え
に
、
こ
れ
ま
で
梅
毒
が
人
体

の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
侵
入
す
る
こ
と
は
観
察
さ

れ
て
い
な

い
。
何
人
か
の
権
威
者
は
脳
、
心
、
胃
、
腎
、
お
よ
び
他

の
内
臓
に

梅
毒
の
損
害
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
だ
そ
れ
を
見

た
こ
と
が
な
い
」
と
。
梅
毒

の
心
臓
損
害

は
、
実
は
死
後
の
解
剖

に
よ

っ
て
明

ら
か
に
な

っ
た
こ
と
で
あ

る
。
芝
鋤
ほ
三
5
氏
は
詳
し
く
四
九
〇
例

の
梅
毒
患

者

の
屍
体
を
解
剖
し
た
結
果
、
主
動
脈

の
損
害
は
九
〇
%
に
達
し
た
と
い
う
。

そ
れ

に
し
て
も
、
冨
o
o
お

氏

の
調
査

に
よ
れ
ぽ
、

一
〇
五
例

の
死
亡
者

の
中

で
、
た

っ
た
三

・
八
%

の
人
が
死
ぬ
前

に
正
し
く
診
断
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な

(
23
)

か
っ
た
。
現
代
医
学
に
お
い
て
も
、
各
期
の
梅
毒

の
診
断
を
確
実

に
す
る
た
め

に
は
、
病
史

の
聞
き
取
り
、
血
液

の
検
査
、
X
線

の
心
臓
検
査
な
ど
が
欠
か
せ

な
い
の
で
あ
る
。

一
九
八

一
年
、
私

は
病
院
で
実
習
し
て
い
た
時
、
梅
毒
性
心

臓
病

の
患
者
を
見
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
も
し
先
生
の
教
、兄
が
な

く
、
頭

に
そ
の
病
名
が
な
け
れ
ば
、
ぜ

っ
た
い
に
梅
毒
と
心
臓
病
を

つ
な
げ

て

認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
必
要
な
検
査
手
段
と
現
代
医
学
の
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知
識
を
持
た
な
か
っ
た
古
代
の
医
者
に
と

っ
て
、
複
雑
な
症
状
を
表
わ
す
梅
毒

を
首
尾

一
貫
し
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
自
然
な
こ
と
、

い

わ
ぽ
必
然
的
な
こ
と
で
あ

っ
た
。
と
く
に
、
主
動
脈
な
ど
の
心
臓

の
病
気
は
、

一
般
的
に

一
五
-
二
〇
年

の
潜
伏
期
が
あ

る
の
で
、
診
断
の
難
し
さ
は
い
う
ま

で
も
な
く
、
そ
れ
を
梅
毒
と
分
け
て
、
独
立
の
二
つ
の
病
気
と
し
て
考
え
る
こ

と
も
中
中

の
こ
と
で
あ

っ
た
ろ
う
。

も
う

一
つ
の
要
因

は
、
や
は
り

「実

証
的

な
病
因

の
診
断
」
で
は
な
く
、

「症
状
に
よ
る
診
断
」
と

い
う
医
学

の
時

代
的
な
構
造

に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
る

こ
と
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
ま
え

に
詳

し
く
引
用

し
た
桔
宗
仙
院

の

『脚
気

説
』
は
、
実

は
梅
毒
に
よ

っ
て
脚
気

に
な

る
こ
と
が
あ
ら
か
じ
め
わ
か
っ
て
い

る
か
ら
、
「瘡
気
発
動
」
と
名
づ
け
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
今
村

亮

の

『脚
気
鈎
要
』
は

「傷
寒
中
風
、
鼓
脹
瘧
痢
、
寒
疝
黴
毒
、
娩
産
之
後
、

皆
瘻
此
患
」
と
述
べ
て
お
り
、
黴
毒
と
脚
気

(す
な
わ
ち
衝
心
)
の
関
連
は
知

っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
む
し
ろ

「胸
動

・
気
促

・
小
便
不
利
」
を

一
つ
の
独
立

の
病
気
と
看
做
す
ほ
う
が
よ
い
と
し
た
の
は
、
彼

の
医
学
理
論
と
思
想
構
造
を

表
わ
し
て
い
る
。

江
戸
時
代
の
医
書

に
ざ

っ
と
目
を
通
し
て
い
る
う
ち
に
、
蛔
虫
症
に
な
る
病

因
は
百
パ
ー
セ
ン
ト
わ
か
っ
て
い
る
の
に
、
た
だ

「衝
心
」
の
症
状

(胆
道
炎

蛔
虫
症

の
よ
う
だ
)
を
起
し
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
ケ
ー
ス
を
蛔
虫
症

の
枠
か

、

、

(
24

)

ら
外
し
て

「脚
気
」
と
診
断
し
た
例
を
見

つ
け
た
。
そ
の
時
代
の
医
学
構
造
は

ま
さ
に

「病
因
の
診
断
」
で
は
な
く
、
「症
状

の
診
断
」
で
あ
る
こ
と
を
信
じ

さ
せ
る
に
足
る

一
例
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
も
う

一
っ
注
意
す
べ
き
事
実

は
、
梅
毒
を
治
療
す
る
た
め
に
、

軽
粉
や
生
生
乳
な
ど
、
砒
素
、
水
銀
を
含
む
薬
が
広
く
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
真

の
脚
気
、
梅
毒
、
砒
素
な
ど
の
鉱
物
薬
中
毒
は
、

い
ず
れ
も

神
経
炎
を

一
つ
の
主
な
病
理
変
化
と
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
臨
床
見
症

に
も
多
く

の
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。
「粉
毒
」

(鉱
物
薬
を
示
す
)
も
江
戸
時
代

の

「脚
気
病
」
を
多
発
さ
せ
る

一
因

で
は
あ
る
ま
い
か
。

五
、
米
食

の
禁
忌
と
麦

・
豆

の
勧

め

脚
気
に
か
か

っ
て
い
る
場
合
は
、
米
食
を
禁
じ
て
麦

・
豆
だ
け
を
食
べ
さ
せ

る
べ
き
で
あ

る
と
い
う
説
が
、
確
か
に
江
戸
時
代

の
若
干
の
医
書

に
見
え
る
。

こ
れ
は

「食
餌
療
法
」
と
し
て
ビ
タ
ミ
ン
学
と
ま

っ
た
く

一
致
し
て
い
る
か
ら
、

お
の
ず
と
医
学
史
研
究
者

の
目
を
引
く
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
山
下
氏

の

本
に
す
べ
て
の
資
料
を
紹
介

し
た
あ
と
、
「薬
物
的
に
は
ほ
と
ん
ど
無
力
に
等

し
か
っ
た
当
時
、
こ
れ
ら

一
連

の
食
餌
療
法

の
力

に
よ

っ
て
、
か
な
り

の
脚
気

患
者
が
救
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
『脚
気

に
小
豆
め
し
、
麦
め
し
』
は
や
が

(25
)

て
巷
間
の
常
識
と
な
り
、
明
治
時
代

へ
と
受
け

つ
が
れ
て
い
っ
た
。
」
と
、
肯

定
的
な
評
価
を
与
え
て
い
る
。
も
し
、
こ
の
よ
う
な

「食
餌
療
法
」
に
確
か
に

効
果
が
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
意
義

は
当
時

の
医
者
が
先
験
的
あ
る
い
は
経

験
的

に
真

の
脚
気
病

の
対
策
を
見

つ
け
て
い
た
と
証
明
し
得
る
に
と
ど
ま
ら
な

い
。
も

っ
と
重
要
な
意
義
は
、
そ
の
時
代

の
脚
気
概
念
は
ベ
リ
ベ
リ
あ
る
い
は
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江戸時代の脚気について

真

の
脚
気

に
等
し
い
の
が
証
明
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

私
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
ど
う
や
ら
そ
う

い
う
結
論

に
は
な
り
そ
う
に
な

い
。
米

食

の
禁
忌
と
麦

・
豆

の
勧

め
は
確
か
に
存
在
し
て
い
た
が
、
ど

の
程
度
脚
気

の

流
行
を
止
め
る
効
果
が
あ

っ
た
か
、
そ

の
記
載
は
見
ら
れ
な

い
。
お
も
し
ろ
い

こ
と
に
は
、
多
紀
元
堅

『時
還
読
我
書
』

に
、
「都
下

二
到

レ
バ
脚
気

ヲ
患

ル

モ
ノ
多

シ
、

コ
レ
ヲ
治

ス
ル
ニ
都
下

ノ
例

二
准
ジ
淡
食

セ
シ
ム
ル
ト
キ

ハ
反
テ

薬
効
ナ
シ
、
敢
テ
膏
粱

ヲ
食

セ
シ
ム
ル

ニ
ア
ラ
ネ
ド
モ
、
時
々
肉

ヲ
与

へ
飯

モ

ヤ

ハ
リ
稲
米

ヲ
食
セ
シ
メ
テ
必
、
愈

ヲ
得

ル
ナ
リ
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
も

し

「脚
気

に
小
豆
め
し
、
麦
め
し
」
と

い
う

「巷
間

の
常
識
」
が
確

か
に
重
要

な
役
割
を
果
し
た
と
し
た
ら
、
明
治

の
海

軍
に
そ
ん
な
に
酷

い
脚
気

の
害
や
漢

洋
医
者

の
困
惑
、
高
木
兼
寛

の
苦
心

の
探

索
な
ど
、

い
ず
れ
も
存
在
す
る
理
由

も
必
要
も
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
医
書

の
中
に
い
く
つ
か

「飲
食
宜

忌
」
が
見

つ
か
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
む

し
ろ
桔
宗
仙
院

『脚
気
説
』
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
言
葉
の
ほ
う
が
、
そ
の
事
情

の
本
質

に
ふ
れ
て
い
る
と
信
じ
る
ほ

う
が
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
「今
俗
習
有
病
、
則
不
問
寒
熱
虚
実
、
必
禁
厚
味
肥

脂
及
豆
腐
、
比
比
皆
然
耳

(今
俗
習

に
病

有
れ
ば
、
則
ち
寒
熱
虚
実
を
問
わ
ず
、

必
ず
厚
味
肥
脂
及
び
豆
腐
を
禁
ず
。
比

比
に
皆
然
り
)」
と
い
う
。
米
食

の
禁

忌
は
痘
瘡

の
場
合
に
も
見

つ
か
る
か
ら
、
脚
気
に
か
ん
す
る
特
別
な
認
識
と
は

(
18

)

い
え
な
い
。
ま
え
に
引
用
し
た
例
に
あ
る
よ
う
に
、
脚
気
と
診
断
さ
れ
、
麦
だ

け
を
食
べ
さ
せ
ら
れ
た
患
者
が
や
が
て

コ

身
精
力
無
し
」
に
な

っ
た
ケ
ー
ス

も
見
え
る
。
や
は
り
そ
の
時
代
の
脚
気
概
念
と
真

の
脚
気
病
と
の
間

に
は
差
が

あ

っ
た
の
で
あ

る
。
逆

に
言
え
ぽ
、
「食
餌
療
法
」

の
作
用
が
著
し
く
な
か

っ

た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
時
代
の
脚
気
概
念
を
深
く
分
析
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
理
由
の

一
つ
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

最
後
に
大
塚
敬
節
医
師
が
治
療
し
た
脚
気
の

一
例
を
読
ん
で
み
よ
う
。
不
明

な
点
が
こ
の
カ
ル
テ
に
よ

っ
て
さ
ら
に
多
く
な

っ
て
く
る
か
ら
で
あ

る
。

某
女

三
十
歳

主
訴
及
び
目
標
-

十
ヵ
月
前

に
お
産
を
し
て
、
そ
の
後
脚
気

に
な
り

ず

っ
と
引
続
き
ビ
タ
ミ
ン
B
剤

の
注
射
を
や

っ
て
い
る
が
全
く
効
が
な
い

と
い
う
。
症
状
は
下
肢

の
痺
れ
感
と
下
腹
部

の
痺
れ
感
、
そ
れ
に
脚
が
だ

る
く
、
力
が
な
く
て
歩
行
が
困
難

で
あ
る
。
食
欲
大
、
小
便

に
異
常

は
な

い
。
多
少
息
切
れ
が
あ

る
が
、
動
悸
は
訴
え
な
い
。

処
方
i

八
味
丸

経
過

足
に
力
が

つ
き
、
次
第

に
痺
れ
感
も
去
り
、
八
週
間
の
服
用

で
全
治
し
た
。
こ
の
間
ビ
タ
ミ
ン
B
剤
の
兼
用
は
中
止
し
て
い
た
。

案

脚
気
で
ビ

タ
ミ
ン
B
剤

の
効
く
例
も
あ
る
が
、
全
く
効
が
な
い

場
合
が
か
な
り
あ
る
。

こ
の
例
も
ビ
タ
ミ
ン
B
剤
が
効
な
く
、
八
味
丸

の

効
い
た
例

で
あ
る
。
な
ぜ

八
味
丸
を
こ
の
患
者
に
用
い
た
か
と
い
う
に
、

「
八
味
丸
は
脚
気
上

っ
て
小
腹

に
入
り
不
仁
す
る
を
治
す
」
と

い
う

『金

(
26
)

匱
要
略
』

の
条
文
に
拠

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
患
者
を
脚
気
と
診
断
し
た
の
は
も
ち
ろ
ん
漢
方
医
だ
け
で
は
な
く
、
そ
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れ
ゆ
え
に
ビ
タ
ミ
ン
B
剤

の
注
射
を
お
こ
な

っ
て
き
た
経
過
が
あ

っ
た
が
、
な

ぜ
全
く
効
果
が
な
か
っ
た
の
か
。
ピ
タ
ミ
ソ
B
剤
で
効
果
が
な

い
の
は
、
現
代

医
学
の
脚
気
診
断
も
誤
る
こ
と
が
あ
る
の
を
示
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
大

塚
氏
が
説
明
し
て
い
る
よ
う

に
、
「脚
気

で
ビ
タ
ミ
ソ
B
剤

の
効
く
例
も
あ
る

が
、
全
く
効
が
な
い
場
合
が

か
な
り
あ
る
」
の
か
。
こ
の
説
は
現
代
医
学
の
立

場

か
ら
見
れ
ば
、
決
し
て
認

め
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
残
さ
れ
た
唯

一
の

解
釈
は
、
ビ
タ
ミ
ン
B
剤
が
効
か
な
い
以
上
、
必
ず
や
真

の
脚
気

で
は
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
こ
ま
で
く
る
と
、
す
く
な
く
と
も
二
つ
の
こ
と
を
考

え
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

一
方
で
は
、

こ
ん
な
に
典
型
的
な
症
状
を
表
わ
し
て

い
て
、
現
代
医
学
も
脚
気
と
診
断
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ビ

タ
ミ
ン
B
剤

の

効
果
が
全
く
見
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
に
、
江
戸
時
代

の
脚
気

の
記
述
や

診
断
に
つ
い
て
、
ど
れ
が
真

の
脚
気

で
あ
り
、
ど
れ
が
真

の
脚
気

で
は
な
い
と

判
断
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
ど
う
か
、
そ

の
可
能
性
を
必
ず
検
討
し
な
け
れ
ぽ

な
ら
な
い
。
徳
川
家

に
存
在
し
た
非
典
型
的
な
病
気

は
、

い
ず
れ
も
な
ぜ
問
題

な
く
真

の
脚
気
と
認
め
ら
れ
て
、
ぜ

ん
ぜ

ん
疑

い
を
お
こ
す
人
が
見
ら
れ
な
い

の
か
。
ま
さ
し
く
医
学
史
研
究
者

の
中
川
米
造
氏
が
学
風
を
批
判
し
た
さ
い
に

指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ひ
と
た
び
学
説

と
し
て
定
着
す
る
と
、
人
々
は
信
じ

て
疑
わ
ず
、
ま
す
ま
す
不
動

の
位
置
に
固
定
さ
れ
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。

も
う

一
方
で
は
、
も
し
も
大
塚
医
師
の
説
を
う
そ
で
は
な
い
と
信
ず
る
な
ら

ば
、
「病
気

の
本
態
が
知
ら
れ
ず
し
て
、
根
本
療
法
が
生
ま
れ
る
道
理
は
な

い
」
、

(
27

)

「薬
物
的

に
は
ほ
と
ん
ど
無
力

に
等
し
か

っ
た
」、
「是
等
に
関
す
る
記
述
は
徒

(28
)

ら

に
煩
雑
を
増
さ
す
」、
す
な
わ
ち
ビ

タ
ミ
ン
B
剤
し
か
効
果
は
な
い
と

い
う

現
代
医
学
の

「科
学
」
に
た
い
し
て
、
再
検
討
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

要
す
る
に
、
脚
気
と
い
う
過
去

の
病
い
に
ま

つ
わ

っ
て
、
ま
だ
い
ろ
い
ろ
と
不

明
な
点
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

〔こ
の
文
章

の
テ
ー
マ
を
山
田
慶
兒
教
授
主
宰
の
共
同
研
究

「歴
史

の
な
か
の

病

い
と
医
学
」

の
例
会
で
発
表
し
た
さ
い
、
班
員

の
皆
様

か
ら
多
く
の
示
教
を

受
け
た
。
と
く
に
櫻
井
謙
介
氏

は
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
文
献
を
貸
与
さ
れ
た
。
文

章
を
見
て
く
だ
さ

っ
た
山
田
教
授
を
ふ
く
め
て
、
す
べ
て
の
方
に
心
か
ら
謝
意

を
表
す
る
。
〕

引

用
文
献

と

注
釈

(1
)

葛

洪

『
肘

後

方
』

に
、

「
脚

気

之

病

、
先

起

嶺

南

、
稍

来

江

東
」
、

ま

た

「
脚
気

之

病

、
得

之
無

漸
、

或

微
覚

疼

痺
、

或

両
脛

小

満
、

或
行

起

忽

弱

、
或

小

腹

不
仁

、
或

時

冷

時

熱
、

皆

其
候

也

。
不

即

治

転

上

入

腹
、

便

発

気

則

殺

人
」

と

い
う
。

こ
れ

は
中

国

の
医
書

に
み
え

る
、
脚

気

に

つ
い

て

の
最
初

の
記

述

と
思

わ
れ

る
。

(2
)

い
①
ω
Φ
δ

9

¢
四
三

ω
}
≦

け餌
巨

磊

ぎ

↓
冨

。
亳

蝉
巳

零

碧

什冨

h

鋤
ヨ
巨

阜

ぴQ
Φ

d
巳
く
Φ
「ω
詳
ざ

い
o
昌
匹
o
P

一
㊤
切
㎝
幽

ま
た
、

↓
ゴ
Φ

Z
Φ
≦

国
昌
o
《
o
δ
娼
Φ
臼
鋤

じU
昏

穹

巳
8

・
ま

た
、
侯

祥
川

『菅

養
缺

乏
病

綱
要

及
図

譜
』
、

人

民
衛
生

出
版

社

、

一
九
五

七
、

な
ど

を
参

照
さ

れ

た

い
。
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江戸時代の脚気について

(
3
)

山

下

政

三

『
脚
気

の
歴
史

ー

ビ

タ

ミ

ン
発

見

以
前

1
』
、
東

京
大

学

出

版

会

、

一
九

八
三
、

P

一
-

三
。

(
4
)

范

家
偉

「
東
晋

至

宋
代

脚
気

病

之
探

討

」
、
新

史

学

、

六
巻

一
期
、

一
九

九

五
、

P

一
五

五
-

一
七
七

。

(
5
)

一
九
九

五
年
第

二
〇
回

谷

ロ

シ

ン
ポ
ジ

ゥ
ム

(↓
げ
Φ
O
o
日
O
霞
簿
貯
①
団
一甲

8
蔓

O
頃
竃
Φ
臼
o
貯
Φ
1
国
節
ω
ひ
O
口
α

妻

Φ
ω什
1
)

の
論

文

(日
三
づ
匹
口
σq

餌
げ
O
葺

、、い
o
o
巴

U
δ
Φ
9。
ω
①
.、
ヨ

〇
三
口
鋤
)

に
述

べ
て

い
る
。

(6
)

前
掲

侯
祥

川

『
菅
養

缺
乏

病
綱

要
及

図
譜

』
、

P
四
〇
。

(7
)

板
倉

聖
宣

『模

彷

の
時
代

』

(假

説
社

、

一
九

八

八
)
、
松

田
誠

『高

木
兼

寛
伝

』

(講
談

社
、

一
九

九
〇

)
、
吉

村

昭

『
白

い
航
跡

』

(講

談
社

、

一
九

九

一
)

は

そ

の
事

情

を
詳

し
く
述

べ
て

い
る
。

(
8
)

松
井

衆
甫

『脚

気
方
論

』
、

松
井

泰

の
序
。

(
9
)

秋
山

宜
修

『
脚
気

辨
惑

論

』
。

(
10
)

宋
代

の
董
汲

が

『
脚
気

治

法
総

要

』

を
著

わ

し

た
。

し

か

し
、

「
腿

腫

皮

肉

紫
白

裂
破

作
瘡

内
自

膿
坏

」
、

「
十
年

之
間

、

凡
七

八
発

動
、
毎

発
至

劇
而

証

候

差

異
」

な
ど

の
論
説

を

み
れ
ば

、
真

の
脚

気
病

と

一
致

し
な

い
。

(
11
)

香

川
修

庵

『
一
本

堂
行

余
医

言
』

巻
十

八
に
載

せ

る
景

輿

の

「
筆

記
」
。

(
12
)

前

掲
山

下
政

三

『
脚
気

の
歴

史
』
、

P
三
、

九
。

(
13
)

藤

井

尚
久

『明

治
前

本

邦

疾
病

史
』

(
日
本

学
術

振

興
会

『明

治

前

日

本

医

学
史

』
、
第

一
巻

、

一
九

五
五

)
、

P
三
七

三
-

三
七

六
。

(
14
)

前

掲
山

下
政

三

『
脚
気

の
歴
史

』
、

P
三
五

八
。

18171615
)))

前

掲
山

下
政

三

『脚

気

の
歴
史

』
、

P

一
七

三
-

一
九

一
。

原

南
陽

『
叢
桂

亭
医

事

小
言
』
、
巻

之

四
下
。

桐
井

丹
山

『医

範
聖

意
無

盡
蔵

』
、

「
脚
気

易
難

」
。

山
崎

正
亭

『診

尺
録

』
、

巻
下

、
「
脚

気
」
。

(
19
)

岡
本
玄

冶

『
玄
冶

薬
方

口
解

』
、

二
十

八
、

「
脚
気

」
。

(
20
)

今

村
長

順

『
黴
瘡

奇
験
』
、
和

気
惟

享

『
黴
瘡

約
言

』

を
参
照

さ

れ
た

い
。

(21
)

中

山
医

学

院

『
病

理
学

』
、

人
民
衛

生

出

版

社
、

一
九

七

八
、

上

冊
、

P

六

三
六
。

(22
)

李
洪

迥

『
梅
毒

学
』
、
人

民
衛

生
出

版
社

、

一
九
五

六
、

P

一
四
。

(23
)

上
掲

李
洪

迥

『
梅
毒

学
』
、

P
二
五

三
、

二
五

五
、

四

一
八
。

(
24
)

柘
植

彰
常

『蔓

難
録

』

は
蛔
虫

症

の
専
門

書

で
あ

る
。
巻

之
五

に
併

証
と

し

て

「脚

気

」
を

論
ず

る
。

「衝

心

ノ
問

二
蛻
薬

ヲ
与

フ
ベ

シ
」

と
、

そ

の
治

療
方

法
を

述

べ

て
い
る
。

(
25
)

前

掲

山
下

政
三

『脚
気

の
歴
史
』
、

P
二
六
〇
1

二
七

〇
。

(
26
)

『
大
塚

敬
節

著
作

集
』
、

第

四
巻
、

春

陽
堂
書

店
、

一
九

八
○

、

P

一
二
六

-

一
二
七

。

(
27
)

前

掲

山
下
政

三

『
脚
気

の
歴

史
』
、

μ
二
六

〇
、

二
七

〇
。

(
28
)

前

掲
藤

井
尚

久

『
明
治

前
本

邦
疾

病
史

』
、

P
三

七
九
。
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